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はじめに 

 

病院の電子化は、厚労省の目標までに行かないまでも、予想を上回る勢いで電子カルテが導入されています。

一方、診療所においても、電子カルテはゆっくりではあるが確実に広まってきています。電子カルテ黎明期には、

電子カルテ導入は経営的にいいのか、何のための誰のための電子化なのか、カルテ所見入力は紙カルテ同様に

可能なのか、スケッチの記載はどうか、患者の方を見ない診療になるのではないか、など、いろいろな議論を呼び

ましたが、結局、便利な部分を便利なように使用し、不十分な機能は他の機能で代替する、場合によっては紙カル

テの併用を続けるなどとし、診療所に合った電子カルテを選択、その機能を充分に生かすことにより、一定のユー

ザー層（レセコン買い替え、新規開業）に受け入れられています。 

一方で、各種電子カルテの機能は徐々によくなってきているとはいえ、電子カルテが診療所の電子化のため 

の全ての機能を持っている場合は少なく、それを補完するためのソフトも必要になることも現実としてあります。 

 

各種電子カルテおよびレセプトコンピュータと連携をし、それらのデータを有効に利用すると伴に、各種画像ファ

イリング、血液データ、紹介状作成などの機能を有した、診療支援ソフト（RS_Base）も 2007年 4月現在約1,200件の

診療所で使用されるまでに成長しておりますが、まずは基本的な部分のマニュアルの作成を行い、徐々に充実させ

ていければと考えております。 

 

2007 年 4月執筆 

広島県広島市牛田南 1-7-8 

リバーサイド内科クリニック 院長 山下郡司 
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RS_Base とは 

１．RS_Baseの生い立ち 

 

私が開業した時(1998 年)は、診療所で発生する医療情報を一つのソフトで一括して管理するという発想はなく、

各種データ、画像はそれぞれ関連づけられる事も無く、ばらばらに存在していました。しかし、開業まもなく、レ

セコンで発生する患者情報を他のソフトに再入力するという状況を解消するために作った web ベースの簡易ソフ

トを発端とし、患者情報と院内で発生する内視鏡、心電図、血液データなどのデジタルデータを関連づけることに

より、一つのソフトで多くの情報にアクセスが出来るようになりました。その後、他の医療機関でも使用していた

だくようになり、いろいろな御意見を取り入れながら現在に至っています。さらに、各種レセコン、電子カルテと

連携するようになったこともあり、2012 年 11 月約 2,300 件の診療所で使用されています。 

 

RS_Base の名前の由来は 

RS_Base の名前の由来は？とよく聞かれます。答えは簡単で、私の診療所、リバーサイド内科クリニックの頭

文字をとって、RS としました。それに、はデータベースによくある Base をくっつけたという単純発想です。 

 

どうして自分でプログラムを作ることになった？ 

必要は発明の母というのが一番ですが、元々医学部一年の時に始めてパソコンと出会ってから、ゲームソフトを

作っていたこともあり、どちらかというとプログラム向きだったのかもしれません。RS_Base が web 系ソフト

になったのは、開業前にインターネット掲示板ソフトを作っていたために、当時 web 系のプログラム言語(perl5) 

以外にプログラム言語を使える状況になかったためです。 

 

RS_Base で、どんなことができる？ 

院内で発生するほとんど全ての医療情報を管理することを目的としています。 

内視鏡、超音波、レントゲン、心電図、オージオグラム、血液データ、紹介状、持参された紹介状、最近では、

電子カルテ、レセプトコンピュータの、診療内容、所見の通覧表示およびその検索、薬情報の検索などの機能も

加わり、画像のファイリングソフトとして生まれた RS_Base も、総合的な診療支援ソフトに成長していったと

いえると思います。 

 

RS_Base のサポート体制は？ 

主にメーリングリストで行なっており、大体それで何とかなっておりますが、大変な状態になったときは、緊急

発動、訪問も今後検討しなければいけないかもしれません。 
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RS_Base にデータベースというものはないの？ 

RS_Base は掲示板ソフトの延長として作り始めましたので、テキストをデータベースとして管理されています。

患者情報を主体とする時間系列的なデータと、患者間のデータを検索する横断的な二つの方法でデータを持って

います。テキストをデータベースにすると、堅牢性の点で、注意が必要である反面、なんのデータベースをイン

ストールすることなく、バージョンアップも、プログラム本体だけのバージョンアップ可能というメリットもあ

り、そのメリットの部分が優位となって、お使いいただいている診療所が増えてきたというのが実情です。 

 

RS_Base の費用は？ 

2006 年までは、フリーソフトとして配布してまいりましたが、診療施設のサポート、情報管理、メーリングリ

ングリスト管理などの煩雑さから、毎年の維持、管理料をいただいておりますが、費用の詳細は、 

HP: http://www.rsbase.net/ の”お申し込み方法”を参照して下さい。 
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２．RS_Baseの概要 

 

主な特徴 

１） 各種画像のファイリングと、ファイリング画像の web 表示 

  （注）画像のファイリングは機種により、ワンタッチファイリングが可能） 

２） 血液データの web 表示とグラフ化 （対応検査会社 80 社以上） 

３） 各社心電図のワンタッチファイリング 

４） 紹介状、診断書の作成 （画像添付可） 

５） 検診レポートの作成 

６） 保存データの各種検索機能、月別、年別検査推移表示 

７） 各種電子カルテとの連携 

 

 

使用上の注意事項 

・ 診療所での使用を原則としています。 

・ パソコンにある程度詳しい方、あるいはパソコンのサポート体制が整っていることが望ましいです。 

・ RS_Base に保存されたデータは、重要な情報ですので、バックアップは、他の HD などにかならず行ってくだ 

さい。 

（通常のバックアップは時間がかかるので、ソフトを使用し、差分バックアップを推奨しています） 

・ RS_Base に保存された DICOM 画像は、あくまで参照画像であり、 診断に供する画像は、薬事認証を受け

た端末をご利用いただくのが原則です。 

・ RS_Base のメーリングリストにご参加いただくことが必須となっています。 

  ML の管理、HP の管理、RS_Base サーバー管理の委託費用等により毎年サポート費用が発生しますが、費用 

  の詳細は、 HP: http://www.rsbase.net/ のお申し込み方法を参照して下さい。 
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第１章 RS_Base のインストール方法 

１．RS_Baseのインストールをおこなう前に 

◇パソコンの設定とネットワークの設定 

RS_Base は、１台の PC だけでも使用できますが、ネットワーク上の複数の PC でクライアント／サーバ方式の運

用も可能です。ここでサーバとは、RS_Base のデータを保存する PC という意味です。データは、ごく一部の設定

ファイルを除きすべてサーバに保存されます。ネットワークの基礎的な知識があれば、設定は難しくありません。

それぞれの PC に RS_Base をインストールし、各々で簡単な設定をすれば使用できるようになります。 

 

◆パソコンの対応 OS と推奨スペックについて 

 

   対応 OS：WindowsXP 以降を推奨 

   メモリ：2GB 以上を推奨 

   CPU：クロック周波数 2GHz、Dual  Core 以上推奨 

   Web ブラウザ：Internet Explorer 6 以降を推奨 

   RS_Base のインストール後に必要なフォルダ（C ドライブインストールの場合） 

   c:\apache      web サーバーソフト 

c:\usr      perl5 プログラム言語 

c:\Users\rsn\  RS_Base プログラム本体 

c:\gazou       このホルダーから画像のファイリングを行う。 

RS_Base の本体は、Web ブラウザで動作する CGI アプリケーションです。クライアント機能に限れば、ソフトを 

インストールしなくても、基本的な（Web 表示）機能は Mac など他の OS のブラウザからでも利用可能です。 

しかし、この条件では心電図 Viewer など画像ソフトを使用する部分は機能が限られるため、クライアント独自の

設定を持つこともできません。全機能を使うためにはやはり Windows の環境で全 PC へインストールすることを

お勧めいたします。 

 

『注意!!』PC 名、ドライブ名、共有名に下記の文字列を含んだ単語を使用しますと、RS_Base は動作しませんのでご注意下さ

い。 

【使用できない予約語】.bmp，.dcm，aiueo，basic_inf，caution，cpx150，day_s，delete_chash，dicom，DVD，ecg，

echo，mergent，emergent1，EUB600，fiber，fiber_dummy，filing，F-ME，gamma，gazou_set，graph_same， hitachi，

holter，int，intro，iroha，kensa_setup，koumoku_color，labo_junjo，labo_nondisp，matome，memo，move_g，name，

osiris，patient，personal，photoed_s，PICO，picture，procedure，rs_base，search，set_graph， set_up，shoukai，

show，sindan，sketch，snap，sort_top，space，vix その他 Version により異なる場合があります。 
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RS_Base をネットワーク上の複数 PCでクライアント／サーバ方式の運用を行う場合 

１．パソコンのネットワーク設定を行い、接続して下さい。 

２．どのパソコンをサーバ（データを置くパソコン）にするかを決め、その PC には必ず固定 IP アドレスを設定し

ておきます。（IP アドレス自動取得設定の場合は IP アドレスが変わる可能性があります。） 

 

【windowsXP の IP アドレスの設定】 

 

 

 

 

                  

 

        

 

・ネットワーク接続画面が表示され、ロー  

 カル エリア接続を【右 click】して［プ 

 ロパティ（R）］を【click】します。 

 

 

 

 

 

・ローカル エリア接続のプロパティ画面 が  

表示され、『インターネット プロトコル  

（TCP/IP）』を選択し、［プロパティ（R）］  

を【click】します。 

 

 

 

 

 

・インターネット プロトコル（TCP/IP）のプロパティ画面が表 

示され、『次の IP アドレスを使う（S）：』にチェック○● を入 

れて、固定 IP アドレスを入力します。 

                       ※システムに合わせて IP アドレス、デフォルト ゲートウェイを  

入力して下さい。 

 

  ・入力が終了したら［OK］･･･で画面を全て閉じて下さい。 

【windows7 の IP アドレスの設定】 

 

 

・『マイネットワーク』の上で【右 click】して、［プロパティ（R）］ 

を【click】します。 
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                ・『マイネットワーク』の上で【右 click】して、［プロパティ（R）］ 

を【click】します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ネットワークと共有センター画面が表示され、 

 ローカル エリア接続を【click】します。 

 

・ローカル エリア接続の状態画面が表示され、［プロパティ（P）］

を【click】します。 

 

 

 

・ローカル エリア接続のプロパティ画面が表示され、『インター

ネット プロトコル バージョン 4（TCP/IPv4）』を選択し、［プ

ロパティ（P）］を【click】します。 
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３．RS_Base をインストールするドライブは、共有設定を行い、アクセス許可／セキュリティを「フルコントロ

ール」状態に設定しておきます。 

 

【windowsXP の簡易共有設定】 

 

                ・『マイ コンピュータ』の上で【W click】してマイコンピュータを表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     ・左図のように手のマークが付けばローカル ディスク（@:）の共有設定が完了です。 

 

【windows7 の共有設定】※WindowsVista はこちらを参考にして下さい。 

 

 

                ・『マイ コンピュータ』の上で【W click】してマイコンピュータを表示させ

ます。 

 

 

 

・インターネット プロトコル（TCP/IP）のプロパティ画面が表示

され、『次の IP アドレスを使う（S）：』にチェック○● を入れて、

固定 IP アドレスを入力します。 

※システムに合わせて IP アドレス、デフォルト ゲートウェイを 

入力して下さい。 

・入力が終了したら［OK］･･･で画面を全て閉じて下さい。 

 

・RS_Base をインストールするドライブの上で【右 click】

して［プロパティ（R）］を【click】します。 

・ローカル ディスク（@:）のプロパティ画面が表示され、

『共有』タブを選択し、ネットワーク上での共有とセキ

ュリティで 

☑ネットワーク上でこのフォルダを共有する（S）共有名（H）は

ドライブ名であるか確認 

☑ネットワーク ユーザーによるファイルの変更を許可する（W） 

として［OK］ボタンを【click】します。 
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                     ・RS_Base をインストールするドライブの上で【右 click】して 

 

[ プロパティ（R）］を【click】して共有させたいドライブの 

プロパティ画面を表示させます。 

 

 

 

 

                   ・ローカル ディスク（@:）のプロパティ画面が表示され、『共有』 

タブを選択し、詳細な共有で［詳細な共有（D）…］ボタンを【click】 

して詳細な共有画面を表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

                   ・☑このフォルダを共有する（S）に✔が入っているか確認します。 

                    ※ドライブのアルファベットになっているか共有名を確認して下さい。 

 

・［アクセス許可（P）］ボタンを【click】してアクセス許可画面を表

示させます。 

 

 

  ・グループ名またはユーザー名（G）の［Everyone］を選択します。 

                  ・Everyone のアクセス許可（P）のフル コントロール ☑を入れて 

  ［適用（A）］ボタンを【click】･･･で画面を全て閉じます。 

 

         ・左図のように人のマークが付けばローカル ディスク    

（@:）の共有設定が完了です。 
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◎『セキュリティ』タブを選択してセキュリティの変更を行います。 

 

 ・［編集（E）…］ボタンを【click】してアクセス許可画面を表示させ   

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

・グループ名またはユーザー名（G）の［Everyone］を選択します。 

・Everyone のアクセス許可（P）のフル コントロール ☑を入れ   

 て［適用（A）］ボタンを【click】･･･で画面を全て閉じて完了です。   

Everyone がない場合は追加ボタンで Everyone を作成。 
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２．RS_Baseのインストールをおこなう 

 

◇RS_Base DVD からのインストール方法 

 

1．RS_Base の DVD を開くと『install』フォルダが 

あります。【W click】をしてフォルダを開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

◇『install』フォルダの内容 

 ・最新版の RS_Base インストールプログラム 

 ・サンプルデータ付 RS_Base 

 ・RS_Base の説明ビデオ 1 

（Ver3.111を使用した RS_Baseの基本機能を説明したビデオです。

（2 時間））    （2 時間）） 

 RS_Base の説明ビデオ 2 

（サンプル付き RS_Base を使用した 2006 年 7 月 22 日の講演ビデ

オです。（40 分）） 

 等です。（内容は更新される事があります。） 

                           ・labo1・labo2・簡易デモ 1・簡易デモ 2 

 

2．RS_Base を C ドライブにインストールする場合は、『C_drive』というファイルを『インストール.exe』の上

にマウスで移動し、離して下さい。（drag & drop）。D ドライブにインストールしたい場合は『D_drive』と

いうファイルを『インストール.exe』の上にマウスで drag & drop をします。 

 

3． drag & drop をするとインストールが始まります。DVD からインストールするドライブへコピーが始まりま

す。インストールには数分かかります。） 
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4．インストールが終了すると、インストールしたドライブに 4 つのディレクトリが作成されます。 

  User  （プログラム類とデータが保存される最も大切なディレクトリ） 

  usr   （RS_Base の開発言語、perl5 が入っているディレクトリ） 

  apache （Web サーバソフトの apache が入っているディレクトリ） 

 gazou  （画像をファイリングするときに頻用するディレクトリ） 

 

5．インストールしたドライブの『gazou』フォルダの中には『apache.exe／RS_Base／gazou／public_html』

の各ショートカットがありますので、それをデスクトップに移動しておきます。 

 ※コピーではなく移動をして下さい。 

 

 以上でインストール作業は完了です。 
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３．WindowsVISTA、Windows7で Cドライブへインストールをするには 

 

Windows の UAC 設定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．コントロールパネルの、ユーザーアカウント

を表示させます。 

ユーザー アカウント制御設定の変更を【click】

します。 

 

2．Vista であれば、左画面のユーザー アカ

ウント制御（UAC）を使ってコンピュータ

ーの保護に役立たせる の☑ を外し、OK

ボタンを【click】し、ユーザーアカウント

制御設定を終了します。 

 

3．Windows7 であれば、左画面のバーを

通知しないにして OK ボタンを【click】

し、ユーザーアカウント制御設定を終了

します。 
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４. ＣドライブにＲＳ_Ｂａｓｅをインストールするには 

Windows7 はもともと、[C:\ユーザー]というフォルダが存在し、内部的にはこのフォルダは[C:\Users] 

という名前です。 

この[C:\Users]は RS_Base のプログラムが入るフォルダで Windows7(Vista)では Users フォルダの 

セキュリティーで書き込みが禁止になっています。 

Windows7 の C ドライブで RS_Base を動作させるには DVD あるいは他のコンピュータから 

① C:\apache（Web サーバソフト） 

② C:\usr（Perl というプログラム言語） 

③ C:￥users￥rsｎ\public_html 

をコピーする必要があります。 

＊ただし③の場合 

 [C:\ユーザー]フォルダを開いて手動で[rsn]フォルダを作成します。 

作成された[Ｃ：￥ユーザー\rsn【C:\users\rsn】]のフォルダを右クリックし[プロパティ]→[セキュリティ

ータブ]→[グループ名またはユーザー名（G）]の一覧の（Everyone）を選択し【編集】で全てにチェックを

いれる。全てにチェックをいれた後は（フルコントロール）(変更)(書込み)などにチェックが入ります。 

Everyone がない場合は追加ボタンにて作成して下さい。 
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５. 主なフォルダについて  

 

  RS_Base をインストールすると、インストールしたディスクドライブに以下のフォルダが作成 

  されます。 

 

  ［Apache］Web サーバソフトの apache が入っているディレクトリ 

    RS_Base では、インターネットでの Web 表示と同様の方法で、文字、画像を表示するのでＰＣで動的に

web 表示させる環境が必要になる。これを可能にするのが、Apache というプログラム。したがって、

RS_Base でファイリングしたデータを表示する前に、使用するＰＣおよび RS_Base のサーバーで

Apache を動作させておく必要があります。 

 

  ［gazou］画像をファイリングするときに頻用するディレクトリ 

 

  ［Users］RS_Base のプログラム、データが存在するディレクトリ 

    Users\rsn\pubulic_html にすべて必要なファイルが入っています。さらに、RS_Base のサーバー 

    としているＰＣの Users\rsn\pubulic_html には、ファイリングしたデータすべてが保存されています。 

 

  ［Usr］RS_Base の開発語源、perl5 が入っているディレクトリ 

    RS_Base のプログラムを動作させるためには、プログラム語源 Perl5 が必要です。Perl5 のプログラム自

体は、\usr\local\bin\perl.exe だが、RS_Base を使うにあたり、この perl5 の言語を意識する必要はあ

りません。 

 

  ※この 4 つのディレクトリを他の PC にコピーするだけで、他の PC でも RS_Base が動作します。 

 

 

【 pubulic_html 内のフォルダ・ファイルについて 】 

RS_Base の [File]【薬情】【基本情報】 の[File] をクリックすると表示されます。 
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６．RS_Baseのインストールをおこなった後に 

 

◇Apache をスタートアップに登録する方法 

 

1．スタートアップに登録する前に『Apache』実行時の画面の大きさを設定します。『Apache』  

   のショートカットの上で【右 click】し、プロパティを表示させます。 

 

 

 

 2．ショートカットタブの［実行時の大きさ（R）：最小化］を 

選択し、OK ボタンを【click】します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

3．もう一度、『Apache』のショートカットの上で【右 click】し、［コピー（C）］を【click】します。 

  

4．Windows の画面左下にある［スタート］ボタンを【click】し、［すべてのプログラム（P）］へカーソルを移

動。［スタートアップ］を選択したまま【右 click】で［開く（O)］を【click】します。 

 

5．開いた［スタートアップ］のフォルダに

『Apache』 

のショートカットを【右 click】し、［貼り付け（P）］ 

を【click】します。 

 

 6．Windows の画面左下にある［スタート］ボタ  

  ンを【click】し、［すべてのプログラム（P）］   

へカーソルを移動。［スタートアップ］に   

『Apache』のショートカットが入っている事 

を確認して下さい。  
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◇Internet Explorer の設定について 

 

 1．Internet Explorer（以下 IE）の［ツール（T）］を【click】 

し、［インターネット オプション（O）］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．インターネット オプションの全般タブを選択し、閲覧の履歴の         

［終了時に閲覧の履歴を削除（W）］に ☑ を入れます。 

設定ボタンを【click】します。 

 RS_Base を InternetExploer を表示した際の初期画面にする場合 

 はホームページに http://localhost/~rsn/2000.cgi と入力します 

 

 

 

 

 

 

 

3．インターネット一時ファイルと履歴の設定のインターネット一時 

ファイル内の［Web サイトを表示するたびに確認する（E）］に○●   

を入れ有効にし、OK ボタンを【click】します。 

 

 

 

 

 

 

 

http://localhost/~rsn/2000.cgi
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4. 全般タブの設定 

ポップアップの発生時を、 

常に新しいウィンドウで開く 

にチェック。 

他のプログラムからのリンクを開く

方法を、 

新しいウィンドウ 

にチェック。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．インターネット オプションのセキュリティタブを選択し、イン  

ターネット／ローカル イントラネット／信頼済みサイトのいずれ

かを選択し、（RS_Base の表示されている環境に合わせて設定し

ます。）［レベルのカスタマイズ（C）…］ボタンを【click】しま

す。 

 

※RS_Base の表示しているゾーンは、RS_Base を表示させてから

IE の右下に表示されています。 

 

 

 

６．セキュリティ設定を行います。 

1）外部メディアプレーヤーを使用しない web ページのビデオや 

アニメーションを表示する 【有効にする】に○● 。 

2）スクリプトで、貼り付けを許可 【有効にする】に○● 。 

3）サイズや位置の制限なしにスクリプトで運動を開くことを許 

可する 【有効にする】に○● 。 

4）ポップアップ ブロックの使用 【無効にする】に○● 。                      

設定後、OK ボタンを【click】します。 
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7．プライバシータブを選択し、ポップアップ ブロックを有効に 

する（B）の ☑ を外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8．詳細設定タブを選択し、ブラウザを閉じたとき、[Temporary  

Files]フォルダーを空にする に ☑ を入れ、OK ボタンを【click】

し、インターネット オプションを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・信頼済みサイトに登録をして信頼済みサイトの［レベルのカスタマイズ（C）…］を変更することをおすす

めいたします。 
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７. 基本情報の起動 

１） 「RS_Base」の TOP 画面の 2 行目右端にある基本情報をクリックします。 

 

２） 「基本情報」画面が起動します。 
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８. 基本的な設定 

【 スタンドアローンの設定 】 

 

 

 

 

 

 

（10）＝OFF 

（13）＝RS_Base をインストールしたドライブ名 

（14）＝localhost 

【 サーバでの設定 】 

 

 

 

 

 

 

（10）＝ON 

（12）＝RS_Base のデータを保存する PCの名前 

（13）＝RS_Base をインストールしたドライブ名 

（14）＝RS_Base のデータを保存する PCの IPアドレス 

＊PC名の確認方法 

 マイコンピュータを右クリックしてプロパティを開くと確認出来ます。 

【 複数台の設定 】 

 

 

 

 

 

 

 

  ＊サーバでの設定と同じです。 
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【 本 PC の設定 】「基本設定」の以下の部分を次のように変更し登録します。 

  表示年数 ： １０ （最初は 10 年で設定して下さい。） 

  データへのリンク ： ON 

  トップ画面リロード時間 ： 72000 

  リサイズ ： ON （RS_Base の表示画面を常に画面いっぱいに表示させるための設定） 

  説明画像の場所 ： サーバー 

  ディスプレイの解像度 ： ディスプレイのサイズに応じて変更 

 

【 病院情報の設定 】 

１） 「基本設定」の以下の部分を登録する。 
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第 2 章 画面と各種ボタンの説明 

 

この章では、まず RS_Base の各画面の説明と頻用するボタンや登録方法について説明を行います。 

１．初期画面（トップ画面） 

 

RS_Base の初期画面 

ここでは RS_Base のトップ画面の主なボタン機能を説明します。説明を行う為のデータはサンプルデータ付き

RS_Base にて行いますので、サンプルデータ付き RS_Base をインストールして、マニュアルと照らし合わせなが

らご覧下さい。RS_Base を起動（アパッチを起動後、URL: http://localhost/~rsn/2000.cgi）すると下図が表示

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リンク 

ランチャー、リンク 

検査登録、血液検査 

検査項目抽出 

カレンダー 

検査リスト(一覧) 

表示変更ボタン 

特定場所へのリンク 

（説明画像、カレンダー、ワンクリ

ック登録、基本情報） 

表示関係ボタン 

患者・検査登録や検索 
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検査リスト(一覧) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検査登録された一覧が表示されます。 

① チェックボックス・・登録した検査を削除する際に使用します。削除する際にはチェックを入れ、一番上の「削」

ボタンをクリックすることで画像データを含めて削除されます。 

② 連番・・登録したデータの診断名を変更する際に使用します。変更する際には番号のところをクリックすると変

更画面が表示され変更します。 

③ サムネイル画像・・登録したデータをスライドショーで閲覧する際にクリックします。見出し部分の「小画」を

クリックすると一覧のサムネイル画像の大きさが 3 パターンで変化します。 

④ 検査名・・登録したデータを web 閲覧する際にクリックします。 

⑤ 検査日・・登録したデータを指定した画像ソフトで閲覧する際にクリックします。 

⑥ 患者 ID・・登録したデータを指定した PhotoEditor（画像表示ソフト）で閲覧する際にクリックします。 

⑦ 患者カナ・・患者検査歴画面を表示する際にクリックします。 

⑧ 患者氏名・・画像を追加する際にクリックします。検査登録後患者検査歴画面を表示します。 

  （画像登録フォルダに画像がない場合にはカナと氏名は同じような動作に感じますが、画像登録フォルダに画像

がある場合には追加登録され、意図しない画像がファイリングされる場合がありますので切り分けをしておく

必要があります） 

⑨ 年齢・・画像が登録されているフォルダを表示します。3 件登録した画像の内 1 件だけ削除したい場合などに使

用します。 

⑩ 性別・・診断名、メモを一括入力する場合にクリックします。 

⑪ 診断１～診断４・・⑩で入力した診断名や紹介状での紹介先病院名などを検索する場合にクリックします。 

 

① ② ④ ③ ⑤ ⑦ ⑥ ⑧ ⑩ ⑨ ⑪ 
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※上記説明は画像をファイリングした際の動作で紹介状・診断書の場合には表示内容が異なります。 

①～②、⑥～⑩は上記と同一です。 

 

③ サムネイル画像・・紹介状の画像を 1 行 2 列で表示します。 

④ 検査名・・紹介状の画像を 1 行 2 列で表示します。 

⑤ 検査日・・紹介状の記入の修正に使用します。 

⑪ 診断１、２は上記と同一 

診断３・・紹介状の画像を 1 行４列で表示します。４の倍数の際や多くの画像を貼り付ける際に有効です。 

診断４・・紹介状の画像を紹介状の内容に回り込ませます。画像の数が奇数の場合に有効です。 

⑫ 再検査・・紹介状の画像と内容を分離します（画像は画像のみで印刷され、紹介状の内容も別ページになります） 
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２. 各種ボタン説明 

 

左上【説明画像１】より順に各種ボタンの説明を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） [説明画像１]～[説明画像５] 

  この説明画像は患者さんへの説明を行う際に画面上で説明する為に設けてある機能です。 

説明画像１～５をクリックすると RS_Base をインストールしているパソコンのドライブまたはサーバの 

Users\rsn\public_html\board\内の画像データを表示します。 

説明画像１の場合には\gif0\、説明画像２の場合には\gif1\、説明画像３の場合には\gif2\、説明画像４の場
合には\gif3\ に、説明画像５の場合には\gif4\をそれぞれ表示します。 

  初期値で１～５までの登録画像が入っています。 

 （※）この説明画像ファイルは初期値はクライアントの画像を表示します。 
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画面の表示位置と表示サイズを決める事が出来ます。 

 

【Slide_Show】 

Slide_Show ボタンで左記表示となります。 

・ Start ボタンをクリックすると一定間隔で画像が切  

り替わります。 

・ 横 xx dot ボタンで横のドット数が変更になり画像の

大きさが変わります。 

・ γ値のリンクでγ値を変更出来ます。γ値が大きくなれ

ばなるほど薄い画面になります。逆にγ値が小さくなれ

ばなるほど濃い画面になります。 

 

 

 

表示画像が格納されているフォルダですので、クリックす

るとフォルダが開きます。独自の画像を入れて患者説明に

使用したい場合にはこのフォルダにコピーすると次回表

示時から追加されます。 

表示変更ボタンです。1 列で 1 列

表示になり、２～５それぞれの列

表示となります。初期値は 5 列表

示です。 

クリックすると画像が拡大しま

す。 

拡大した画面でマウスホイールを

動かすと画像が拡大縮小します。 

(Phed)で PhotoEditor、(Pict)で

PictBear という外部フリーソフトが起

動します。筆などで絵を描きながら説明

する際に使用します。 

(印) は印刷用です。 
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【説明画像の基本情報設定１】 

 

説明画像の名称や画像を変更して自院で使いやすい名称・画像に変更することができます。 

画像のコピーは先程説明しましたが、名称の変更は基本情報で変更します。基本情報の「説明・検査・カレンダ」

をクリックし 

 

 

 

 

 

 

名称を変更し決定ボタンをクリックすると、RS_Base の初期画面の説明画像の名称が変更になります。 

改行を入れて 2 行以上にすることも可能です。（初期画面に戻った際に名前が変わってない場合には 

「検査表示」ボタンをクリックしてみて下さい。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【説明画像の基本情報設定２】 

RS_Base の初期値はクライアント毎に説明画像を表示しますが、サーバ一括にすることも可能です。 

 基本情報の本 PC の設定欄の「説明画像の場所」をサーバに変更して決定で説明画像の場所がクライアン 

トからサーバに変更になります。 

（※）クライアントサーバで使用の場合に限ります。 
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２） [画 TP] 

  [画 TP]ボタンは説明画像（頻回に説明画像として使用する画像）を RS_Base の初期画面でサムネイルとして

表示させておく機能です。 

[画 TP]ボタンをクリックすると RS_Base をインストールしているパソコンのドライブの

Users\rsn\public_html\board\gif14 フォルダを開きます。この中に常時表示しておきたい画像をコピーして

一旦閉じます。 

次ぎに、RS_Base の基本情報から(４)【トップ説明画像のサムネイル作成】をクリックすると先程コピーした画像

のサムネイルが作成されます。 

動画をトップ画面に表示させておきたい場合には上記と同様の処理を行うと、動画のファイル名が表示されます。

（動画のサムネイルということはできません） 

 

 

 

Slide_Show 

Slide_Show は説明画像だけでなく、検査画像を表示する際にも出てきます。Slide_Show を使用 

した場合には画像をクリックして表示、また元の画面に戻してクリックをする必要がなくなります 

ので便利です。 

閉じる・閉 Auto 

閉じるボタンと閉 Auto ボタンは様々な画面で出てきます。閉じるボタンはクリックすると画面が閉じま

すが閉じる Auto ボタンはマウスカーソルがボタンの上を通過すると自動的に閉じてしまいます。 
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サムネイル作成時 

の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

画像の表示 

 

動画の表示 

 （※）この画像ファイルはネットワークでご使用の場合でもクライアントの画像を表示します。 
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３） [患選] 

  [患選]ボタンはよく通院される患者さんを、その都度検索しなくてもいいように登録しておき、ワンクリック

で患者検査歴画面、血液検査画面、サマリ画面などを表示させる機能です。１つの患者さんのグループで最大 30

グループまで作成できます。 

[患選]ボタンをクリックすると下図の画面が表示されますので、ID を入力して決定ボタンで登録されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※どのグループにどの患者さんを登録しておくのかは医院さんで使い易い様に設定して下さい。また[患選]をクリ

ックすると最初は患選１が表示されますので、患選２～８よりも頻用する患者 ID は患選１に登録する方が使い

易いかと思います。病名で分類するというのも 1 つの手段です。 

 

※この画面は新しいページを開くようになっていませ   

んので、閉じるボタンをクリックした際にメッセージ

が出る場合がありますので戻る場合には IE の戻るボ

タンで戻った方が使い勝手はいいです。 

 

 

グループの名称を変更出来ます。 クライアント毎に設定するか、サーバ(一括)で設

定するかを設定します。 

血液表示ボタン 

 一覧にある患者さんの血

液検査画面を表示しま

す。 

画像出力ボタン 

 画像が出力 

決定ボタン 

 患者さんの登録です。 

患選１～８ 

 患選画面の切替です。 

削除 

見出し： 一覧にある患者さん各項目の並べ替えを行います。 

Snap ： スナップ写真を撮っている場合スナップが表示されます。 

なまえ(氏名のかな)： 

     患者さんの検査歴画面を表示します。 

名前(氏名)： 血液画面の切替です。 

年齢 ： 患者さんのサマリ画面を表示します。 

性別 ： 患者さんの所見画面を表示します。 
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４） [C１] 

 [C1] ボタンは日付で検査歴を検索する機能です。[C１] をクリックするとカレンダが表示され、日付を選択   

することで選択日付の検査歴を表示します。 

  サンプル版 RS_Base にて 2006 年 5 月 30 日を選択した場合の例を添付します。 
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５） [C2]～[C5] 

 [C2] ～[C５] ボタンはスケジュールを登録しておく機能です。機能別に 4 種類用意されていますので使い分   

けて使用することが可能です。 

例えば [C2] にはご自身の予定を記入し、[C３] には検査の予定を記入するという具合です。予定を記入する

と RS_Base の初期画面の検査歴の上部に予定が表示されます。 

 

下図サンプルでは C2 で自分自身の予定を入力しＣ３では検査予定を入力したサンプルです。 
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6） [受診] 

受診カレンダーを表示させる為のボタンです。  

各月の受診者数や日別の受診者数を表示させる事が出来ます。 

BOX 受付又は○を使用し RS_Base 受付データがある場合のみ表示されます。 

 

 

 

 

 

【ＣＡの基本情報設定１】 

 

カレンダでの基本情報の設定は、基本情報最下部にあります。 

カレンダの翌月まで表示のカレンダを選択することで、カレンダの表示が変わります。 

 

  

 

 通常表示は左から前月・当月・翌月ですが、「カレンダ翌月まで表示」で選択したカレンダは左から当月・翌月・

翌々月の表示になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基本情報にある【説明・検査・カレンダー】で表示名を変更できます。 
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7） [書全] 

 [書全]ボタンは一般的に言う書庫です。患者さんの検査とは関係ないけれど何かの案内等をファイリングして   

おきたいという時に使用する画像ファイリング書庫です。 

   書庫は最初からはインストールされておりませんので少し設定が必要となります。 

   まず、「書全」をクリックすると下図の表示がされます。 

 

 

 

 

 

 

   基本情報の（16）「書庫画像ファイリングディレクトリ」に設定されています。 

   基本的には変更しません。 

   これで決定ボタンをクリックし、初期画面に戻ると「書日」という名称が出てきます。 

 

 

 

再度「書全」クリックで「書庫ホルダー追加」をクリックして書庫名を入力します。今回は案内という名称に 

します。 

 

これで完了です。 
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では、実際の使用方法ですが、まず医師会等から届いた案内をスキャナ等で読み取り c:\gazou フォルダに入れ 

ます。 

① の案内をクリックすると書庫【案内】にファイリングされます。 

② の案内をクリックすると書庫【案内】のフォルダが開きます。 

③ の案内をクリックすると書庫【案内】のサムネイル画像が開きます。 

 

 

２行目はワンクリックで画像登録するボタン群と受付・薬情検索関係と基本情報のエリアです。 

 

8） [胃内視鏡]～[心エコー]＊第５章エコー内視鏡の取込みを参照 

  この胃内視鏡～心エコーは内視鏡やエコーで撮影した画像をメディア経由（DVD・MO・CF カード）経由で登

録するためのボタンです。 

  このボタンをクリックする前に内視鏡やエコーの機種が RS_Base のワンクリックに対応しているかどうかチ

ェックを行いましょう。＊基本情報にて設定 

9) 【ECG】＊第５章心電図の取込・設定を参照 

   心電図のデータを登録するためのボタンです。 

10） （CPX）*第５章日立デジタイザでの取込みを参照 

     フィルムの読込・登録するためのボタンです。 

11）【？？】*第５章日立デジタイザでの取込みを参照 

CP-X の読込設定・日付指定登録の為のボタンです。 

12） PICO(富士フィルムメディカル)＊第５章心電図の取込・設定を参照 

   PICO システムの画像登録をする為のボタンです。 

13） EUB（日立エコー）＊第５章エコー内視鏡の取込みを参照 

   超音波データを登録する為のボタンです。 

① 

② 

③ 
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14）BOX受 

  BOX 受付を表示させる為のボタンです。 

RS_Base の当日の受診患者を表示する受付フォームです。自動で、B 受(BOX 受付)に受診患者を出力してくれ

るレセコン、電子カルテがありますが、手動で ID を入力して登録することも可能です。 

受付情報の出力先は、RS_Base の基本情報： 

(213) BOX 受け付け用に、IDuke.csv,Syoho.csv を出力するホルダー 

に指定したホルダーに出力し、ここに出力された情報を、BOX 受付は 20 秒置きに読み込み、受付患者として且

つ、RS_Base の患者情報として登録します。 

診療情報も同様に、このホルダーに出力され、診療内容を RS_Base に読み込まれます。 

BOX 受付に登録された患者名をクリックすると、RS_Base の患者画面が開きます。 

＊BOX 受付の URL は、[B 受] のクリック(http://localhost/~rsn/R_uketuke.cgi) 

ダイナミクスと BOX受付 

・ダイナミクスとの連携は、RS_Base 用ダイナミクス mdb を立ち上げておくと、BOX 受付に自動的に受付情報

が読み込まれます。また、ダイナミクスから、カルテの書込を行うと、BOX 受付がリロードしたときに、診療情報

が RS_Base に読み込まれます。 

 ダイナミクスからの患者情報読み込みは、RS_Base 用 mdb の表紙の S-ID: ボタンをダブルクリック後、

RS_Base のトップ画面を立ち上げると読み込まれます。 

この患者情報の読み込みを自動で行う場合は、 

1) RS_Base 用 mdb を立ち上げておく。 

2) RS_Base 基本情報の設定、 

 (60)  web 受付から新患自動登録 を on_add 

(60)  B 受付にダイナミクスのデータを反映 on 

3) (54) クライアントダイナ mdb を指定 に mdb 指定 

に指定した状態で、BOX 受付(あるいは、web 受付)を立ち上げておくと、患者情報は自動で RS_Base に読み込ま

れます。 

注）ダイナミクスの場合は、[○]の web 受付 (http://localhost/~rsn/uketuke.cgi)でも、上記設定で、ダイナミ

クスから患者情報が読み込まれます。 
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15）[○] 

Dynamics 受付を表示させる為のボタンです。 

Dynamics を起動・(54)（55）に Dyna_cnt.mdb(ダイナミクスのプログラム)を指定する必要があります。 

16）File 

各種フォルダへのリンクがあります。 

黒字リンクはサーバーへのフォルダ 

青字リンクはクライアントへのフォルダとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17）薬情 

薬情報の検索ができます。 
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18）基本情報 

RS_Base の基本設定を行う為のページになります。 
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19）  

検査を登録する為のボタンです。 

 

20） 

   初期値で設定されています。一時的に表示の変更をする場合は、表示したい値を指定して下さい。初期値を

変更する場合は、表示年数については基本情報の(21)表示年数を、表示数については基本情報の(88)検査表

示数で変更をして下さい。 

 

21） 

   検査表示順を決める事が出来ます。日付順・再検査要・年代の表示が可能です。 

 

22） 

   表紙での検査表示を非表示にする為のボタンです。＊基本情報にて設定 

 

23） 

検査表示ボタンで RS_Base の初期画面を表示します（リロード）。また、検査表示ボタンの左側に患者 ID

を入力して検査表示ボタンをクリックすることで患者検査歴画面を表示します。検査表示ボタンの右側のコ

ンボボックスから検査を選択し検査表示ボタンをクリックすることで、指定検査の一覧が表示されます。 

この検査表示ボタンは別画面でも表示されていますので、別画面から戻る際にも検査表示ボタンで初期画面

が表示されます。RS_Base の中で一番よく使用するボタンです。 

 

24） 

   検査情報の検索をする為のボタンです。空欄赤枠に検索したい文字を入力し検査表示赤枠か Enter をクリッ

クすると抽出し表示されます。 
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25） 

   SERVER のフォルダーと CLIANT のフォルダーを表示させる為のボタンです。 

  ・SV をクリックすると SERVER のフォルダーへ。 

  ・CL をクリックすると操作している端末のフォルダーが表示されます。 

 

26） 

   計画を入力する為のボタンです。 

計画を入力したい日の【入力】をクリックすると計画入力する事ができます。 

  同日の異なる計画入力はーnew―と追加すると境界線を入れる事ができます。 

 

27） 

  注意書きを入力した患者が抽出され表示されます。 
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28） 

   患者を登録する為のボタンです。 

ID・ふりがな・名前・誕生日・性別・住所(電話)・その他事項を入力後、入力ボタンをクリックすると患者登録す

る事ができます。 

 

29） 

    

患者表示数を変更出来ます。 

   プルダウンにて選択後 

   患者表示をクリックすると選択した数だけ表示されます。 

 

30） 

   患者表示順を変更出来ます。プルダウンで選択し 

 

   患者表示をクリックすると選択された表示順で表示されます。 

 

31） 

   患者表示ボタンで患者の頭書データを表示します。また患者表示ボタンの左側に患者 ID を入力し患者表示 

   ボタンをクリックすると入力された患者 ID を先頭に以下降順に患者頭書データを表示します。 

32） 

   指定した検査項目・血液検査項目を検索するためのボタンです。 

  ・検抽をクリックすると 

 

 

 

 

上記が表示されます。赤枠の【抽出検査指定】にて抽出する項目を指定します。 

   全年齢・２０歳以下表示・１０歳以下表示が可能となっております。 
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  ・血抽をクリックすると 

   上記が表示されます。こちらで抽出したい血液検査項目を指定します。 

33） 

   患者検索する為のボタンです。【空欄】に検索したい文字列を入力後【名検】をクリックすると患者情報が  

   抽出表示されます。検索対象は氏名・カナ・TEL・住所等の患者情報であれば何でも可能です。 

   AND（半角スペース区切り）・OR（半角スペース２個区切り）検索も可能となっております。 

 

34） 

   検査登録専用モードのボタンです。連続して登録される時などにお使いになると便利です。 

 

35） 

   覚書メモのボタンです。メモなどにご使用下さい。 

 

36） 

   登録されている患者で死亡された患者を抽出・表示させるボタンです。 

 

37） 

   各種リンクが貼ってあります。インターネットのあるご環境でご使用できます。 

 

上記変更をクリックすると dat ファイルが開きます。 

リンクが設定されていますので上記リンクを変更したい場合はこの URL や名前を変更すると RS_Base へ反映され

ます。 
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38） 

  表紙上部に上記が表示されます。[受付][予約][モバイル][検索][ID 検索][CR]が出来る画面に切り替わります。 

  患者画面では上記が出てきます。[受付][予約[レフケラ][薬歴][家族][所見][診療[受日][検索][要約] 

  [メタボ][血液][患者画面][再表示][TOP][患者情報][ID 検索][CR][血液入力][血印]が表示されます。  

 【メリット】クリックなしで各画面が瞬時に切り替わる。 

 【デメリット】患者画面の表示が通常より遅くなる・画面切り替えボタンが上部にありマウス移動が慣れない。 

 以上のメリット・デメリットがあります。 

 【 リバーサイド内科での設定例 】 

  当院は内科であり、血液画面は常に見るといっていいので、現在は全情報の初期画面は[血液画面]  

  を表示させています。 

  [全情報]だと、RSB 患者画面、血液画面、所見 3 列、RSB 診療など、一度にアクセスするので時間がかかり、 

  患者画面を表示させると、待たされ感があるのですが、初期画面を血液画面にしておけば、すぐに表示さ 

  れますので、待たされ感がほとんどありません。 

  なお、全情報での初期に表示する画面の変更は、全情報の上部[検索]ボタンにタッチし、その画面の、 

  最下部の[全情報：位置]の指定のいちばん右で血液画面を指定します。 
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なお、全情報画面の連携は、 

   ■[基本情報]→[(9)(A)xmlHttp_id3 ID 連携をする]を「yes」にする。 

 

 

■BOX 受付を使用する場合は、[B 受]の下部設定で[名前クリック指定検査表示]で「yes」を選択し、[ＵＲ

Ｌ]で「全情報」を選択すると 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   の連携での診察となります。 

   一方、電子カルテ側から、RS_Base の全情報画面を変える場合は、RSB クライアント[public_html\ID.dat]

に ID 番号を書き込めば、RS_Base の画面が変わります。これは RS_Base 用 mdb の場合は、20d_T.mdb 

の方になります。（20d_T.mdb の場合は、ダイナミクス受付にても、ダイナ、RSB が画面連携動作をし

ます。）なお、全情報の初期画面は、患者画面、血液画面、RSB 診療画面所見 3 列 画面と、医療機関によ

っていろいろでしょう。また、[患者画面]の場合は、[全情報]ではなく、通常の表示の方が速いですので、

そちらを好まれる場合も多いかとは思います。 

  （注）電子カルテ連携では、MAC 電子カルテ + parelles desktop 6 でしたら、MAC の電子カルテのカルテ

画面が変わるときに、parelles desktop 6 上の RS_Base の public_html\ID.dat に ID を書き出せば可能

です。 

  （注）全情報画面のボタンの配置は、全情報 の上部 [検索] ボタンにタッチした画面の、【上部ボタン表

示順 指定】をクリックして、順番や、表示する画面を指定します。  
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39） 

   モバイルモードにする為のボタンです。タブレット端末で RS_Base を使用する際に使います。 

   http://localhost/~rsn/2000.cgi?show==20==smart 

40） 

各種 50 音検索をする為のボタンです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

投薬歴のある患者を５０音で検索できます。 



48 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各空欄に入力します。患者名・検査・投薬患者群・所見患者群・薬情を検索されます。 

 

 

 

 

 

             

 

41） 

   過去に表示させた患者の履歴が出てきます。 

 

42） 

   受診日リスト・患者リストが html で抽出されます。 

 

43） 

   RS_Base に関する FAQ【pdf】のボタンです。 

   今までにお問い合わせを頂いた Q&A を載せておりますので困った時などにご活用下さい。 

 

44） 

   薬を検索する為のボタンです。空欄に薬品名を入力し【薬情報】をクリックすると検索された薬の情報が出

てきます。 

 

45） 

   内服薬を検索する際に使用するボタンです。 
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46） 

   所見入力された患者の中から検索する際に使用するボタンです。 

 

47） 

 受診カレンダーを表示させる為のボタンです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各月の受診者数や日別の受診者数を表示させる事が出来ます。 

BOX 受付で受け付けたものが反映されます。 

48） 

   患者の来院頻度を出す為のボタンです。 

   年齢分布とグラフ化・来院頻度の多い患者から表示されます。 

 

49） 

   現在の月の患者名・年齢分布が表示され全体・男性・女性のグラフが表示されます。 

 

50） 

その週１週間の受診者が表示されます。 
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51） 

   ランチャーです。他のプログラムを立ち上げるなどのリンクを追加することができるエリアです。 

 

基本情報からランチャー設定 で指定します。設定によっては、ID を引数としてプログラムを立ち上げること

もできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52） 

   表紙へ戻るボタンです。 

 

53） 

   前ページへのボタンです。 

 

54） 

   次ページへのボタンです。 

 

55）       

   変更列の番号を指定する際に使うボタンです。 
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56） 

右側のコンボボックスを登録情報にし、一覧ボタンをクリックするとRS_Baseのデータベースの状態を表示します。 

 

 

 

 

 

 

data2006.csv は 2006 年に検査登録をしたファイルで、RS_Base の検査画面の番号が 2 番目から 20 番までを使用

し、検査数は 19 件ということを表しています。この画面はデータベースに障害が発生した場合にも確認する意味で

使用する画面でもあります。 

 

 

右側のコンボボックスを患者重複とし、一覧ボタンをクリックすると患者情報の重複をチェックします。 

57） 

   院内検査の入力画面へのボタンです。 

 

58） 

   検査センター等のデータを読み込む為のボタンです。 

 

59） 

   画像を登録する為のボタンです。gazou フォルダに画像を入れ、ＩＤを入力し検査種類を選び登録ボタンを 

   クリックすると登録されます。＊第 5 章 一般的な画像取込 参照 

 

60） 

   検査を検索する為のボタンです。 

   検査 No.を入力すると指定された検査が抽出されます。 
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61） 

   血液データリストへのボタンです。 

血液関係各種設定リンク画面でもあり、血液に関しては頻用するリンクです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

血液各種設定をクリックすると血液設定関連ボタンが出てきます。 

 

 

 

 

 

血液設定関連 

院外血液検査一覧 院内血液検査一覧 
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血液各種設定内のボタン説明 

 

 各種血液検査・病名検索ができるボタンです。＊第 4 章 血液検査のデータ検索参照 

 

 院内検査の入力画面へのボタンです。＊第 4 章 院内検査データ参照 

 

 検査センター等のデータを読み込む為のボタンです。＊第 4 章 血液検査データの取込参照 

 

 院内検査項目の追加登録や院内検査の基準値を設定するためのボタンです。＊第 4 章 院内検査データ参照 

 

 グラフ化するセットを組む為のボタンです。＊第 4 章 血液検査データのグラフ参照 

 

 グラフ時に小数点を表示させる検査とその上限を指定する為のボタンです。 

 

 血液関係のファイルをＣＳＶで総出力する為のボタンです。 

＊第 4 章 血液検査データの取込参照 

 読込用血液データファイルの項目順と読込む拡張子を設定する為のボタンです。 

 

 血液データ表示させる血液項目を同一化させる為のボタンです。＊第 4 章 血液検査データのグラフ参照 

 

 血液データの表示順を設定する為のボタンです。＊第 4 章 血液検査データ参照 

 

血液項目の背景色を選択する為のボタンです。 

＊第 4 章 常時表示する検査項目の設定参照 

 常に指定した検査項目を表示させる設定する為のボタンです。 

 

 登録された血液項目リストを更新する為のボタンです。更新する事ににより検索やプルダウンで表示される様に   

 なります。 

 

 基本情報へのボタンです。 

 

 検査のゼロ点を変更する為のボタンです。 

 

 検査の相対値を設定する為のボタンです。 
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 検査の基準値を設定する為のボタンです。 

 

 検査歴画面より院内入力できる項目を設定するボタンです。 

 

 検索する項目と数値を設定する為のボタンです。 

 

 Copy＆Paste 用に血液データ単位を追加する為のボタンです。 

 

 採血日を確認する項目を設定する為のボタンです。 

 

 非表示にする血液検査項目を設定する為のボタンです。 

 

 印刷する際に非表示にする検査項目を指定する為のボタンです。 

 

 チャート化する項目を設定する為のボタンです。 

＊第 6 章 当院検診参照 

 検診での血液検査項目を設定する為のボタンです。 

 

 検査表示の際に後部に表示させる項目を設定する為のボタンです。 

 

 検査センターの別フォルダのデータを読み込む為のボタンです。 
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３．患者検査歴画面 

 

患者画面 

血液グラフ表示 

薬剤検索 

クリックにて画像表示 

検査歴 

所見入力 

重要検査 

side_show 
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処方歴 
血液グラフ表示 

血液検査 

クリックでグラフ表示 

血液テーブル 

年クリックで院内

血液入力へ 

月クリックで 

テキスト表示 

基準値クリックでテキストクリップ 
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注意書きを記入する為のボタンです。記入後、注意ボタンをクリックすると反映されます。 

 

患者表示されている患者フォルダが開きます。 

 

病名を登録する為のボタンです。 

 

備忘録を登録する為のボタンです。 

 

メタボ指導で使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤枠をクリックするとファイルが開きます。そこで上記検査項目名と血液テーブル名を 

指定すると反映されます。 
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クリックすると備忘録に登録した文字の前に【重要】と表示されます。 

 

備忘録で登録されたものが全て表示されます。 

 

登録された Key ファイルが表示されます。 

 

Snap 写真が表示されます。 

 

紹介状作成画面が表示されます。＊第 6 章 6.紹介状の作成・出力参照 

 

診断書作成画面が表示されます。＊第 6 章 6.紹介状の作成・出力参照 

 

院内血液入力するボタンです。 

 

RSB 診療へのボタンです。 

所見・処方・検査・基本診療内容の表示・入力ができます。 
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血液テーブルへのボタンです。＊第 4 章血液データ参照 

 

その患者家族を含む診療データが出てきます。 

 

年・検査名での診断を一括入力できます。 

 

バーコードが表示され診察券に使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前横のバーコードをクリックすると横に表示され、名前をクリックすると縦に表示されます。 

病院名は基本情報で設定します。診療時間は Sever の Users\rsn\public_html\set_file\bar.dat を変更する事に

より反映されます。 

 

患者診療内容が縦 1 行で表示されます。 

 

患者診療内容が縦 3 行で表示されます。 

 

 その登録されている地図が表示されます。 

 

登録した項目を削除したい場合に使用します。 

 削除したい項目にチェック☑をして削除ボタンをクリックすると、削除画面になりますので、［以上を削除します 

をクリックして下さい。 

 

 

 

 

※削除画像ファイルを保管しておきたい場合は、［削除画像ファイルを C:/RSB_TEMP/delete 

に移動する(要チェック)］にチェック☑をしてから削除して下さい。 
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院内用の指示箋として使用出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指示を出したい項目にチェックを入れ決定ボタンを押すと反映されます。 

BOX 受付を使用すると BOX 受付上に表示されます。BOX 受付下の上部指示表示数を変更することにより 

指示表示数を変更できます。 

その他、指示決定後、印刷して院内用の指示箋として使用する事ができます。 

＊指示項目を変更する場合、赤枠の指示変更をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記画面に指示項目を入力し変更保存をクリックすることにより反映されます。 

尚、赤枠の【○注射・処置○】や【○血液データ○】の様に【○項目○】と入力するとグループ分けすることが 

できます。 
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side_show 

患者画面の右側（あるいは左側）に表示される細長いエリア。ここに、重要な画像検査（定期的に行なうことの多い

検査）を表示させるには、基本情報 → side_show で表示させる画像に、表示させたい検査を半角スペースで区

切って入力します。 

side_show の (薬) □ に薬名の一部を入力することにより、該当薬、及び、そのジェネリックが表示されます。 

サマリーの表示、レセコンからの投薬情報も表示されます。 

 

side_show を患者画面の、左右のどちらに表示するかは、基本情報→ 薬歴データ等 Side 表示 で、side_show R, 

side_show L を選択します。 
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第３章 画面の説明~登録編~ 

 

１．患者情報の登録 

 

１）TOP 画面の「患登」を押すと患者登録画面が表示されます。 

 

２）患者登録画面で以下の情報を入力し、「入＿＿力」を押すと登録されます。 

 

  

   I D： 現在登録されている ID の続き番号が表示されています。（変更も可能） 

   なまえ： カナ氏名 

   名 前： 漢字氏名 

   誕生日： （S36.12.14）または、（1961.11.14）のように入力。 

         また全角で入力しても、自動的に半角になります。 

   性 別： （男性、女性）で入力。（０を入力すると自動的に男性、１を入力すると女性でも登録できます） 

   電 話： 電話番号を入力。（入力方法は自由） 

   住 所： 住所を入力。（入力方法は自由） 

 

   ※「基本情報」の「患者住所初期値」に頻用する住所を登録しておくと初期値として表示されます。 
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３）登録が完了すると以下の画面が表示されます。 

  再度、訂正および削除する場合は、先頭のチェックボックスにチェックをして、「訂正」ボタンをクリック 

  すると訂正画面になります。 

 

 

４）訂正画面で修正し、「入力」ボタンをクリックすると訂正完了になります。 

また、削除する場合は先頭のチェックボックスにチェックし「削」ボタンをクリックすると削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．患者情報の変更 

    

すでに登録されている患者情報より取り込まれている患者情報については以下の方法で修正および削除処理を行い

ます。 

 

１）「患者表示」ボタンを押すと患者リストが表示されます。 

２）また、ID を入力して「患者表示」ボタンを押すと指定した患者情報が表示されます。 
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３）患者情報を訂正する場合は、ID の横にあるチェックボックスにチェックをし、「改」ボタンをクリックする  

  と修正、削除画面に変わります。 

※修正、削除方法については前頁の「患者情報の登録」を参照して下さい。 

 

３. 患者情報について 

【 患者情報について 】 

 ・ 患者情報は［\Public_html\data\name.csv（カンマ区切り）］に登録されています。 

 ・ 患者情報が name.csv に書き込まれていない状態で、検査データを取り込んだ場合でも、後日 name.csv 

    を上書き更新した後で、「基本情報」にある「ID 関連付」ボタンを一度押せば患者名・その他が検査ファイル 

   に登録されます。 

 

【 取込患者情報 】 

 ID ： 必須項目。空き番号はあっても問題はありませんが、重複は不可です。 

 よみ： 必須項目。ひらがなでもカタカナでも可能です。 

 名前： 必須項目。 

 生年月日 ： 西暦（YYYY／MM／DD） 

 住所【TEL】 ： 入力内容は自由 

 性別 ： 「男性」 「女性」 

 携帯電話 

 職業 

 郵便番号 

 記号 

 番号 

 保険者番号 

 本人家族 

 老人市番号 

 老人受給番号 

 公費負担者番号 

 費受給者番号 

 第２公費負担者番号 

 第２公費受給者番号 

 ※ 取込の詳細仕様については、「他システムからのインポート方法について」を参照して下さい。 
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４．保険情報の表示 

１） TOP 画面に患者番号を入力し、「検査表示」ボタンをクリックします。 

 

 

２） 画面右側に［Side_Show］が表示されます。 

「住所」をクリックすると「患者住所」と「自院の住所」が表示されます。 

「情報」をクリックすると「保険情報」を含めた患者情報が表示されます。 

 

 

 

※［Side_Show］については、「基本情報」の以下の設定で幅、表示内容を設定できます。 

 

 

 

５．患者・検査・書類の表示 

【  書類記入画面の表示  】  

  ID を入力し、入力する書類を選択し、「ID」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

【  検査リストの表示  】 

 １）「検査表示」ボタンをクリックすることで検査リストが最近登録した順で表示されます。 

 

 

  

 

２）ID を入力して「検査表示」をクリックすると指定した患者の検査リストが表示されます。 
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【  検査リストの非表示  】 

 １）「検非表示」をクリックすることで、検査リストが隠れます。 

 

 

 

 

【  患者リストの表示  】 

 １）「患者表示」ボタンをクリックすることで患者リストが表示されます。 

 

 

 

 

２） ID を入力して「患者表示」をクリックすると指定した患者の患者リストが表示されます。 

【  指定した検査項目の表示  】 

 １）検査項目を指定し、「検査表示」ボタンをクリックすると指定した検査項目のリストが表示されます。 

 

 

 

 

【  検索した検査の再表示  】 

１） 「抽検」をクリックすることで、最後に検索した検査項目のリストが表示されます。 

 

 

 

 

【  症例リストの表示  】 

１） 項目を選択し、「一覧」ボタンをクリックすると選択項目の症状リストが表示されます。 
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【  検査検索リストの表示  】 

 １） チェックが ON の場合は完全一致検索、チェックが OFF の場合は部分一致検索になります。 

 ２） 「検索」の前の部分に検索条件を入力し［Enter］を押すと検索条件に合った検査リストが表示されます。 

    2006/     と入力すると 2006 年のデータが表示 

    2006/6    と入力すると 2006 年 6 月のデータが表示 

    2006/06/10  と入力すると 2006 年 6 月 10 日のデータが表示 

    ﾀｶﾀﾞ      と入力するとﾀｶﾀﾞさんのデータが表示 

    潰瘍      と入力すると診断名その他に「潰瘍」が含まれているデータが表示されます。 

     

   ※and は半角スペース区切り、or は半角スペース 2 個区切りとして入力できます。これを利用し、 

    2005 年 10 月～2006 年 9 月を検索する場合は、［2005/10/＿2006/9］と入力すると検索可能になり

ます。 

 

 

 

 

 

【  患者検索リストの表示  】 

１） 名前・住所の一部を検索し、一覧リストを表示します。 
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第４章 画面の説明 ~血液・検査~ 

 

１．血液検査データ 

【  血液データの表示方法  】 

１） TOP 画面の以下の位置に ID を入力し、「血液」ボタンをクリックすると血液テーブルが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【  血液データテーブルについて  】 

１） ２列目の小さい四角（チェックボックス）にチェックをし、大きな四角（ボタン・どれでも可）を押すと       

チェックした項目のグラフが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

２） 何もチェックせずに、「印刷用」ボタンを押すと印刷用の表が表示されます。 
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３） 表示する必要がない検査項目がある場合は、その項目にチェックをして［Graph］のチェックを外して    

「印刷用」ボタンをクリックすると、チェックされていない項目のみの印刷用の表が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

４） 印刷したい日付をチェックし、「印刷用」ボタンをクリックすると指定した日だけの印刷用の表が表示され

ます。 

 

 

 

 

 

 

５） 「多項目」ボタンを押すと、ボタンの横にある数値の上からの項目でデータが存在する項目のみを表示しま

す。 

 

 

 

 

 

６） 背景色を変更するには「基本情報」の以下の項目をクリックし、色を指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

  ※血液テーブルで基準値をクリックすることでもその項目のみ背景色が変更できます。 
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【  透析患者の血液表示方法  】 

1. 血液画面の一覧表示から印刷する場合、検査名にチェックを全て外す場合は、 

血液画面の全件・20 件・日数の前にチェックボックスがありますのでチェックボックスにチェックを入れます。 

20 件の前の黒チェックボックスは、日付の全チェックです。 

 

 

2. チェックを入れた検査のみ印刷したい場合は、 

印刷したい項目の右側にあるチェックボックスにチェックを入れます。 

（4）・（5）・（6）・（7）・（8）の右横のチェックボックスにチェックを入れます。 
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3. 検査項目をグラフ化の際、透析前・透析後のデータを別グラフで表示させる方法は、 

グラフ画面の上部項目名の行の選択肢から(前)(後)(無)(別)(ａ)(ｂ)(ｚ1)(ｚ2)の中から選択し再表示させる

と透析前後のデータを別表示させる事が出来ます。 

 

 

(通常表示時) 

赤枠から選択し、再表示をクリックします。 
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(別表示) 

同項目で透析前・後を表示する事が出来ます。 

(前) 

透析前のみのデータを表示します。 
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(後) 

透析後のみのデータを表示します。 
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【  院外血液データの修正  】 

１） 基本的には再取込を行うので、修正を行う日付を選択し、一旦現在取り込んでいるデータを削除してから、     

取込処理を行います。 

 

【  データの復活  】 

１）  特定の患者のデータが壊れた場合、［labo_o］のデータから指定した患者のデータだけを復活させること 

ができます。 

２） 「基本情報」の以下の項目をクリックします。 

 

 

３） 表示された画面で、ID を入力し「決定」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

【  検査項目の表示順の設定方法  】 

１） 「基本情報」の「血液関係指定」内にある以下の項目をクリックします。 

 

 

２） 項目の設定画面が表示されるので、表示したい検査項目順に設定し登録します。 

 

 

 

   ※ 設定がなければ、各検査センターの検査項目順に表示されます。 

   ※ ここには「基本情報」の以下の項目で指定された数だけ枠が表示されます。 

 

   ※ 院内検査項目については、最初に使用するすべての項目を決定し、変更しない方がよい。 

   ※ 設定されていない検査項目は、設定された項目の続きに表示されます。 

 

【  検査テーブルの表示回数設定方法  】 

１） 血液テーブルで最初に表示される日数は、「基本情報」の以下の項目で設定することができます。 

 

 

※ 初期値は７で、１０と１１の間には検査項目名が表示されます。 

 

【  各種マークの設定方法  】 

１） 検査テーブルで表示される異常値等の設定は、「基本情報」の以下の項目で設定することができます。 
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２．血液検査データの検索 

 [基本情報]→[(50)  血液検索データを自動更新する]を、診察室の PC で設定している場合は、毎日１回検索用  

 のデータが追加更新されます。 

 検索の画面は、RS_Base トップ画面の [検索]をクリックして下さい。 

 

 

（注） [基本情報 (50）] の指定をしていない場合は、血液検索画面の[【高速血液系検索】Data Folder]の  

    [Data Folder]をクリックして開いたフォルダにデータがないため、[★高速検索用データ追加 Click 

Here] をクリックして下さい。検索用データが作成されます。 

    ※1 ヵ月あたり 1-2 分程度かかるため、データ作成は診療時間外に行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．[血液検索画面]の【高速血液系検索】 の下部の、 

    ①[検索年]を指定。 

    ②[検査項目]を指定。 

    ③[検査値：] を入力。 (例)100 以上 

    ④[複数回データ表示]  「no」 または「yes」を選択。 

      ※「no」 を選択すると、同一患者では直近のデータのみ表示となります。 

    ⑤[ソート]日付を選択。 

    ①～⑤を入力後に、「検査結果に年齢表示」の左にある[検索をする]をクリックすると、指定検査の、 

    年別、性別データの集計テーブル、および、年齢、数値の散布図グラフが表示されます。 
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 ２． 表示された[年齢別集計]、[グラフ] の下部の[CSV 表示] をクリックすると、抽出された数値データが

表示されますので、エクセルや統計ソフトなどで利用して下さい。 

 

 

 

 

（例） 

    ヘモグロビン A1C など、検診などの方もおられ、自院での「糖尿病の方」のみのデータを集計する場合は、         

    RS_Base の病名欄に、「糖尿病を」入力し、RS_Base 患者画面の[病名登録ボタン]右横の[病名検索]カ

ラムで「糖尿病」を検索します。 

    その後、上述[１．血液検索画面]の[検索カラム]左の、[病名]のところにチェックをいれて、同様の検索

を行うと、RS_Base にて糖尿病いう病名がついた方のデータのみ抽出されます。 

 

 

 

 

 

 

 

（注）【高速血液系検索】画面の 【オリジナル項目】はクリックするとメモが開きますので、よく検索する検査 

    項目を登録しておくと、検索項目の選択枝の最上部に表示されます。 
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３．院内検査データ 

【  院内検査の項目設定  】 

１） 「基本情報」の「院内検査項目の変更」をクリックして院内検査項目として登録する検査項目を指定します。   

また、「院内検査の項目数設定」では 99 まで指定が可能で、後で増やすことも可能です。 

 

 

 

 

２） この画面では新規登録のみで、変更したい場合は、「登録済み検査項目変更画面へ」をクリックして専用   

の画面で変更を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【  院内検査データの入力方法  】 

１） 「入力」ボタンをクリックし、院内検査入力画面を表示させます。 

 

 

 

 

 

２） 院内検査入力画面で各項目の値を入力し、登録します。 

    登録する際に、「追加・変更」および「全て上書き」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

・「追加・変更」→すでに同日のデータがある場合は、今回数値が入力されたデータのみ追加、変更されます。 

・「全て上書き」→空欄を含めた今回のデータがすべて反映されます。 

 



78 

 

【  院内血液データの修正  】 

１） 血液データテーブルの対象データのある日付をクリックすると入力画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

２） 院内血液登録画面で、「追加・変更」モードで修正し登録します。 
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４．血液検査データのグラフ 

 

【  グラフ表示について  】 

１） 血液テーブルでグラフ化したい検査項目をクリックし、チェックの横になるボタンをクリックすると、以下

のようなグラフが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 「データ」ボタンをクリックすると数値の表示・非表示が切り替わります。 
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３） グラフが同じ所に集まっていて見にくい場合は、下にある「＊＊倍」ボタンをクリックすると各項目の縦幅

を変更することができます。また、「回数軸」表示を「時間軸」表示に変更したり、表示領域（表示検査回数）

も変更することでも見やすくなることもあります。 

 

【  検査グラフのセット登録方法  】 

１） 「基本情報」の「血液関係指定」内にある以下の項目をクリックします。 

 

 

 

２） 一つのセットに５項目まで登録ができますので、そのセットに名前を付けます。 

   ※ただし、セット項目数が多すぎるとグラフが見えにくくなるので２つか３つがよい。 

 

 

 

 

 

 

 

※ グラフは同一検査の数値が 2 個以上ないと表示されません。 

※ この設定は、患者血液データを表示させた状態からでも設定できます。 

  この場合、表示されている患者のグラフセットの登録画面が起動します。 

 

３） 登録したグラフセットは、血液テーブル上部に表示されるので、これをクリックすると項目の指定なしで指

定された検査項目のグラフが表示されます。 
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【  グラフのデータ同一表示の設定  】 

１） 「基本情報」の「血液関係指定」内にある以下の項目をクリックします。 

 

 

２） 以下の画面が表示されるので各項目を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・「同一検査項目を一つのグラフに表示する」 

     検査項目名は同じですが、コードが別の場合でも一つのグラフに表示させるのかの設定を行います。 

   ・「同一検査項目を一つの時系列テーブルに表示する」 

     ON にすると、院内検査のみ背景が薄い黄色になり同じテーブルに表示されます。 

   ・「上記が ON でも同一テーブルに表示しない検査名」 

     同じ名前でも単位が異なる場合等に設定します。 

 ・「検査名を変更する」 

  例えば、総蛋白と TP という項目がある場合、TP を総蛋白という名称に変更すれば、同一検査項目とみ  

    なされ、一つのグラフに表示されます。また、コードがある場合は、コードを指定し名称の変更も可能で

す。 
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５．血液検査リストの表示 

１） 「血 List」をクリックし、最新血液検査データを登録したリストを表示します。 

 

 

 

 

２） リストは院外検査が左に、院内検査が右に表示されます。 

   患者名をクリックすると、その患者の血液データテーブルが表示されます。 

   「患者名間違い表示・非表示切り替え」をクリックすると患者名が異なる検査データの表示・非表示が切り   

替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

３） 患者名に間違いがある場合は、下に表示される「患者間違いをリストから削除します」をクリックし、検査

センターに再度正しいデータで再出力を依頼します。 
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６．血液検査データの取込 

【  検査センターの検査データ取込  】 

  ［設定方法］ 

１） 「基本情報」の以下の項目に検査データが入っている場所を指定します。 

 

 

２） 指定した場所のデータは取り込むと指定したフォルダ内のデータはすべて削除されますが、データは

［public_html\labo］に各患者のデータとして取り込まれ、［public_html\labo_0］にファイリング前の   

データがバックアップされます。 

３） 「基本情報」の以下の項目をクリックします。 

 

 

４） 以下の画面が表示されますので各項目を設定します。 

     必須項目で読込用血液データファイルの項目順の設定と性別の表現等がどのように記載されているか、取

込むファイルの拡張子（大小文字も区分）を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５） 設定を登録します。 

 

【  読込方法  】 

１） TOP 画面の「読込」をクリックすると指定された場所から検査でデータを読み込みます。 

２） また、常駐画面を起動しておくことで、「基本情報」以下の項目で指定した間隔で自動で取込むことが可能

です。 
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７．常時表示する検査項目の設定 

通常血液テーブルは直近の 7 回程度しか表示されず、それ以前のデータは 20 回表示などにして見ていただくこと

になりますが、「HCV 抗体」や「HBs 抗原」など常に血液テーブルに表示させたい場合は、常時表示検査の設定

を行って下さい。 

設定方法は、[血 LSIT]→【血液各種設定 Click  Here】→[常時表示検査]をクリックし、HCV 抗体 HBs 抗原な

ど、常に閲覧しておきたい検査項目を[常時表示２]以降に指定することで表示されます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設定が完了すると、上部の「TSH」や「PSA」 などが、常時表示されます。 
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８．LDL・Cｒ・HbA1cの設定 

 LDL コレステロール、１／Cr、血糖値から予測される HbA1ｃをデータ化したい場合、以下の方法で設定する 

 ことでデータとして登録されます。 

 

 １） 「基本情報」の「LDL・Cr・HbA1ｃの設定」ボタンをクリックします。 

 

 ２） 各項目の元になるコレステロール、中性脂肪、HDL-C、クレアチニン、HbA1c、空腹時血糖を設定します。 
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第５章 画面の説明 ~画像~ 

 

１．画像取込の設定 

【  取込先フォルダの設定  】  

１） 「基本情報」の「各種ファイリング元ドライブの指定」の以下の内容を設定します。 

 

 

 

 

 

※ 初期値としては（ａ）のみが設定されていますので、必要であれば（ｂ）（ｃ）（ｄ）も設定します。 

※ 各クライアントごとに設定が可能です。 

※ ネットワーク上であれば、ドライブ名は空白で、ディレクトリ名に「\\pc\C-drive\gazou」と入力しま

す。 

 

２） （ａ）（ｂ）からファイリングした場合は、通常はファイル（元ファイル）は削除されますが、（ｃ）（ｄ）

では削除するかしないかを設定できます。 

ただし、この場合、各ディレクトリに「ＲＳＢ.TXT」というファイルが作成され、そこに読み込んだファイ

ルの情報が書き込まれるようになります。 

※初期値としては（ｃ）が削除する、（ｄ）が削除しないになっています。 

 

３） ＴＯＰ画面に以下のように表示されますので、画像登録を行う時に取り込みたい場所を指定して登録します。 

 

 

※ ＴＯＰ画面では、（ｂ）（ｃ）（ｄ）を設定していなければ、チェックボックスは（ａ）しか表示されま

せん。 

※ （ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）の複数をチェックしている場合は、ｄ、ｃ、ｂ、a の優先順位になります。 

 

【  取り込まないファイル（拡張子）の設定  】 

１） デジカメなどで、画像以外の管理ファイルがある場合、そのファイルをファイリングしないように設定しま

す。 

２） 「基本情報」の「取り込まない拡張子」で取り込まないファイルの拡張子を指定します。 

※ ただし、取込後、削除されますので（ｃ）（ｄ）で取込元を指定し、取込後削除しない設定にする必要が

あります。 
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【  取込ファイル変換方法の設定  】 

１） BMP を JPG に変更するときに元の BMP ファイルを消去したい場合は、「基本情報」の「各種オプション」

の以下の設定で、「消去する」を選択します。 

※ 「消去する」を選択するのが一般的です。 

２） また、BMP・ｃｒｉ・tif ファイリングするときにｊｐｇに変更する場合も、「基本情報」の「各種オプショ

ン」の以下の設定で「変換する」を選択します。 

※ 「変換する」を選択するのが一般的です。 
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２．画像の表示方法の設定 

【 Web 比較表示時に比較表示をしない検査を設定  】 

  Web 表示では、ファイリングした画像が３個以下の場合は、自動で以前の画像を比較表示するようになって   

  いますので、紹介状等の比較表示する必要はない検査項目がある場合に、「比較表示しない検査項目」を設  

  定します。 

１） 比較表示の必要がない検査を「基本情報」の「Web 比較表示をしない検査を指定」で設定します。 

 

 

２） 指定した検査項目での表示の際、ファイルが３個以下でも比較表示されないようになります。 

 

【  検査歴で起動する画像ソフトを設定  】 

  検査歴の「画像ソフト」列をクリックした際に、起動する画像ソフトを設定します。 

１） 「基本情報」の「画像ソフト」で起動する画像ソフトを設定します。 

 

 

 

   IrfanView ： DICOM 表示も可能で、起動時自分に便利なように設定しておくと便利です。 

   VIX ： これも多機能な画像閲覧ソフト  

   VIX１： VIX が立ち上がりますが、この設定では、サムネイルリストとともに、最初の画像が原寸大で表 

        示されます。 

   photoedit ： windows に付属のソフトですが、ID をクリックすると photoedit が立ち上がるので、これ 

          に設定しても意味がありません。 

 

【  ID クリック時の DICOM_SOFT の設定  】 

  DICOM 画像がファイリングされている場合に、ID 部分をクリックすると起動する DICOM ソフトを指定しま

す。 

１） 「基本情報」の「ID クリック時の DICOM_SOFT」で起動ファイルを指定します。 

 

 

【 Wave ファイルを開くソフトの設定  】 

  Wav .wma . mp3 .aif .au .snd 等の音声ファイルを再生する音声ソフトを設定します。 

１） 音声ソフトをダウンロードし、インストール後、プログラムフォルダを各 PC の「public_html」フォルダに

移動します。 

※ 移動先のフォルダ名をスペースを含めない名前に変更します。 
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※ プログラムは、例えば・・・ 

http://www.sp.m.is.nagoya-u.ac.jp/people/banno/spLibs/spwave/index-j.html 

http://www.forest.impress.co.jp/library/digitalgretchen.html 

にあります。 

 

２） 「基本情報」の「Wave ファイルを開くソフト」で、起動ファイルを指定します。 
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３．検査項目の追加 

「検査項目」に指定したい検査項目がない場合は、次の方法で追加します。 

１） 「基本情報」の「「検査項目」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

２） 検査項目編集画面が表示されますので、追加したい検査項目を追加したい個所に入力し、「検査項目変更」

ボタンをクリックします。 

（「検査項目変更」ボタンをクリックすると、入力した位置よりずれて再表示されますが、表示順は入力し

た位置にあるので問題はありません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） TOP 画面で検査項目に追加されていることを確認します。 

 

  ＜備考＞  

  次の方法でも「検査項目」を変更することができます。 

１） TOP 画面に表示されている「検査項目」の「変更」をクリックします。 
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２）検査項目の追加・名称変更・表示順変更の画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３）「検査項目」を変更および追加し、「検査項目のテーブル表示順を決＿定」ボタンをクリックします。 
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４．一般的な画像取込 

【  取込方法  】 

１） 「画像を取り込むフォルダの指定方法」で指定したフォルダにファイリングしたいファイルをコピーしま      

す。 

※ スキャナで取り込む際に指定したフォルダにデータを保存している場合はこの操作は必要ありません。 

 

２）  RS_Base の TOP 画面７行目の（ID）の右横のボックスに ID を入力し、その横の検査項目を選択して、  

登録ボタンをクリックします。 

 

 

※ この時、保存場所が（ａ）にチェックが入っていますので、他の場所の場合はチェックを変更します。 

※ 日付を変更する場合は「登録」ボタンの横の日付を変更します。 

※ 登録していない検査名でファイリングするときは、「検２」の右横に検査名を入力します。 

 

   また、ＩＤを入力し、検査リストにチェックを入れて検査登録ボタンをクリックしても、同様にファイリング 

できます。 

 

 

 

 

 

３） 登録が完了すると画面に以下のように表示されます。 

 

 

 

【  備考  】 

 手動取り込み時、ファイリング順を文字列および数値指定することができます。 

１） 「登録」ボタンのある行の一番右にある選択リストで、文字ソートを行う場合は「字」を、数値ソートを行

う場合は「数」を選択します。 

 

 

※ 数値ソートの場合は、ファイル名からアルファベット、アンダーバー、ハイフン、ピリオドを除いた（数

値のみが残った）ファイル名でソートしてファイリングします。 

通常は、文字ソート（字）でよい 

     例えば、ファイル名がＦ1、Ｆ2、Ｆ3・・・・Ｆ9、Ｆ10、Ｆ11、Ｆ12 のような場合は、数値でソート 

    しないと順番がおかしくなります。 

    また、Ｆ01、Ｆ02、Ｆ03・・・・Ｆ09、Ｆ10、Ｆ11・・・のような場合は、文字列ソートを使用しま 

      す。       
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２） その後、通常通り登録をすることで指定されたソート順で登録します。 

 

【  画像ファイル削除方法  】 

１） 不要な画像ファイルを登録してしまった場合は、まず、年齢（ホルダ）の列をクリックし、フォルダ画像を

起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） フォルダ画像より不要なファイルを削除します。 

 

【  画像ファイルの追加方法  】 

１） すでに登録している検査歴や、すでに画像ファイル付きで登録している検査歴に画像ファイルを追加登録し

たい場合は、まず、指定フォルダに画像データを置きます。 

２） 続いて、ファイリングしたい検査歴の患者名漢字の部分をクリックします。 

３） すると、その検査に、指定フォルダ内のファイルが追加ファイリングされます。 
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５．一般的な画像の表示 

【  参照方法  】 

  登録した画像を表示および変更するには以下の方法があります。 

  各項目の内容をクリックすることで表示および変更画面が表示されます。 

変更 検査連番 検査項目、日付等の情報が表示されます。 

小画 画像アイコン 画像をスライドショー用の小さな画面で表示します。 

Web 表示 検査項目名 

画像が Web で表示されます。Web 表示で表示できる画像ファイル形式

は JPEG のみ 

その他の形式の画像ファイル（GIF ファイルなど）は直接表示は出来ない

が、立ち上げるとファイル名が表示されますので、それをクリックすれば

関連づけられたソフトで表示できます。 

画像ｿﾌﾄ 日付 
画像ソフト（基本情報で設定した画像ソフト）で表示されます。 

紹介状、検診では入力画面が表示され、内容の修正が可能です。 

PhED ID 
画像ソフト（PhotoEdit）で表示します。 

紹介状では、画像を横３枚で表示します。 

患者表示 患者読み この患者さんの検査歴を表示します。 

Filling 患者名 指定フォルダにある画像ファイルを追加ファイリングします。 

ホルダ 年齢 画像をファイリングしているフォルダを開きます。 

診入 性別 診断名を記入する画面を表示します。 

 

【  検査歴データの削除方法  】 

１） 検査歴の先頭にあるチェックボックスにチェックし、１行目の「削」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

２） 削除確認画面が表示されますので、内容を確認し、画像フォルダも削除する場合は、削除するにチェックを

して「以上を削除します」をクリックします。 

※ フォルダを削除した場合、画像データも削除されます。 

 

 

 

 

 

３） TOP 画面に戻り、指定した検査歴が削除されていることを確認します。 
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【  データの変更方法  】 

１） 検査歴の２列目にある検査連番（変更）の列をクリックします。 

２） 以下のような検査歴情報画面が表示されますので、変更したい内容（患者晩報、検査日、検査項目等）を変

更し、「決定」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【  画像の表示形式  】 

１） 検査名をクリックして最初に表示されるのは縮小画像が表示され、全体像が捉えやすくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ［画像が４個以上の場合］ 

   その日の検査だけがサムネイルで表示されます。内視鏡や超音波検査など 1 回の検査で多くの画像を 

   記録する検査ではこの表示になります。 

   ［画像が３個以下の場合］ 

   横２列表示となり、過去の画像との比較表示になります。 

   比較表示で何回分の画像を表示するかは、「基本情報」の「比較画像表示数」で設定できます。 

 

   過去を含めて 1 個の画像しかない場合は、中央に 1 個だけの縮小画像が表示されます。 
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２） 最初の縮小画像に続いて、画像が縦 1 列に並んで表示されます。 

この部分の表示は、画像の実サイズが小さい場合はそのままのサイズで表示され、大きなサイズの画像は見づ

らくならないよう縮小表示されます。 

この際の画像表示幅の設定は、「基本情報」の「Web 画像表示サイズ」「800ｄｐｉ未満の画像サイズ拡大」

で変更できます。 

 

 

※ 縮小画像を完全に実サイズまで拡大するにはその画像をクリックします。 

 

【  画像の表示調節方法  】 

１） 画像を表示した時には次のようなボタン等が表示されます。 

 

1 段目 ： サムネイルの列数変更 

２段目 ： γ値の変更 

３段目 ： 表示したい検査日の指定（表示したい検査日を指定し、検査名のボタンをクリックすると 

      その画像が表示されます。 

 

２） 任意の画像を選択してＨｓｐ（病院情報の表示）、Ｐｔ（患者情報の表示）、Ｄａｔｅ（コメントの表示）、    

幅、列を指定し、表示する画像にチェックをしてから、「決定」ボタンをクリックすると別画面で表示されま

す。 

 

 

 

 

３） 画像と添付した紹介状や診断書を作成する場合には以下の部分にチェックをして、「決定」ボタンをクリッ

クすることにより画像を添付した各入力画面になります。 

 

 

 

４） 「スライド作成」をクリックすると保存されている画像をスライドショーファイルが作成されます。このフ

ァイルは１行目の「Ｆｏｌｄ」をクリックして表示されるフォルダに保存されています。 

※ ＨＴＭL 形式なので紹介先に提出することも可能です。 
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６． 読み込み元ごとの規定値の設定・取込 

 読み込み元（ａ）（ｂ）（ｃ）から画像を読み込み際に、規定となる検査名を設定できます。 

 

【  設定方法  】 

１） 「基本情報」の「読み込みもと（ａ）の規定検査名」・・・で既定となる検査名を設定します。 

 

 

※ 各クライアント別に取り込む数の一番多い検査名を設定すると便利です。 

 

 

【  取込方法  】 

１） 読み込み元で指定しているドライブのメディアをセットするか、指定したフォルダに取込画像をコピーしま

す。 

２） ＴＯＰ画面の「登録」ボタンをクリックすると存在する画像が表示され、指定した読み込み元、既定検査名

が表示されます。 

※ 検査項目名は規定値と異なれば設定し直して下さい。 

３） ＩＤを入力して、Ｅｎｔｅｒおよび「登録」ボタンをクリックすると画像が取り込まれます。 
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７. RS_Receiverの設定 

RS_Receiver とは・・・レントゲンや超音波と DICOM 通信を行い RS_Base 用の DICOM、JPG データを出力す

るプログラムです。 

通信設定タブで DICOM 通信の設定をしま

す。 

・自己 AE タイトル 

・ポート番号 

・受信自己アドレスを入力し設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生成ファイル設定タブで DICOM ファイル

の設定、JPEG・AVI ファイルを設定します。 

・静止画像の DICOM ファイル保存にチェ 

 ック。 

・保存フォルダの指定。 

・静止画像の JPEG ファイル保存にチェッ 

 ク。 

・静止画像を元画像のサイズで生成に 

 チェック。 

・保存フォルダの指定。 
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８．エコー・内視鏡の取込 

 各検査機器でＭＯへデータが書き込まれるので、設定によりワンクリックで取込み（ファイリング）ができます。 

 

【  日立ＥＵＢ6000、6500  】 

１） ＭＯに［ＥＵＢImages］フォルダが作成され、その中にデータがあります。 

２） 「基本情報」の以下の項目を指定します。（ドライブはＭＯのドライブを指定） 

 

 

３） ［ＥＵＢImages］フォルダ内に、［hitachi.txt］というファイルを作って、その中に検査名を入力しておく

と、その検査名でファイリングされます。したがって、検査名ごとに MO を変えるということになります。 

４） ファイリングは TOP 画面の以下のボタンをクリックすることでファイリングされます。 

 

 

 

【  東芝 nemio30  】 

１） 「基本情報」の以下の項目で MO ドライブを指定します。 

 

 

２） MO に［CLINIC］というフォルダを作成します。 

３） ファイリングは TOP 画面の以下のボタンをクリックすることでファイリングされます。 

 

 

 

【  フジノン DF-50 MO ドライブ  】 内視鏡 ｏｒ エコー 

１） 「基本情報」の以下の項目でＭＯドライブを指定します。 

 

 

２） ファイリングはＴＯＰ画面の以下のボタンをクリックすることでファイリングされます。 

 

 

※ 検査によってＭＯを変える方がよい 

※ ＤＦ－50ＭではＭＯ内に、ＩＤ名でホルダーが作成され、その中に連続番号が付いたファイル名で、ｊｐ

ｇ画像が保存されます。 

※ ＲＳ_Ｂａｓｅで自動取り込みを行うとＭＯ内に、［RSNBase］という管理ホルダーを作成し、その中に、

各 ID のファイルが作成されます。そのファイルには、どの番号の画像までファイリングされたかの数字

が保存されています。 

よって、一度ファイリングすると、内視鏡画像はファイリング済みと判断されますので、再度ファイリ

ングはされません。 

各 ID 名ファイルの内容を変更すれば、再度自動ファイリングが行われます。 
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【  フジノン DF-30 MO ドライブ  】 内視鏡 ｏｒ エコー 

１） 「基本情報」の以下の項目で MO ドライブを指定します。 

 

 

２） ファイリングは TOP 画面の以下のボタンをクリックすることでファイリングされます。 

 

 

 

※ 検査によって MO を変えない。 

※ 同日に一人の患者さんに複数の検査がある場合は、両方が終わってからファイリングします。２つの検査

が一つの検査として保存されますので、後から手動で検査を分離する必要があります。 

 

【  ティアック、オリンパスの MO  】 内視鏡 ｏｒ エコー 

 日付をホルダーごとに記載したｆｏｒｍａｔ、おおむね 2001 年以降の機種に対応しています。  

１） 「基本情報」の以下の項目でＭＯドライブを指定します。 

 

 

２） ファイリングはＴＯＰ画面の以下のボタンをクリックすることでファイリングされます。 

 

 

 

※ 検査によってＭＯを変える方がよい。 
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９．日立デジタイザでの取込  

【  設定  】 

１） 「基本情報」の以下の項目で起動するソフトを選択します。 

 

 

  

日立 CPX150 → hitachiXP-2K を選択します。 

日立 CPX300 → CPX300 を指定します。 

２） TOP 画面の［CPX］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタンを押すと上記の画面が出てきます。赤枠の設定にて取込み設定を行います。 
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・画像の保存先と形式 

読込後のデータ保存先を指定します。（C:￥gazou） 

・形式 

 JPEG 形式を指定します。 

・ファイル名 

 ID+番号+日付＋その他を指定します。 

以上で設定完了です。 

 

キー項目の ID にカルテ番号を入力し、その他へ取込み部位を入力します。 

取り込み・保存をクリックするとフィルム読込が始まり終了ボタンにて RS_Base へ登録されます。 
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【？？】 

 

 

CP-X の読込設定・日付指定登録の為のボタンです。 

赤枠に検査名を入力します。 

その他に設定した番号、上記例では（0）を入力すると検査名が胸部写真となります。 

赤枠をクリックすると入力された検査名が登録でき使用する事が出来るようになります。 

赤枠をクリックするとカレンダーと EZCPX が出てきます。 
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登録したい月日をクリックするとその月日に登録されます。 

 

～全体の流れの説明～ 

1.（？？）をクリックします。 

2. 日付指定プログラムをクリックします。 

3. EZCPX にて必要項目を入力します。 

4. カレンダーで登録したい日付をクリックします。 

5. EZCPX 終了ボタンで終了します。 
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10．心電図の取込・設定 

【  フクダ ME の心電図  】 

１） 「基本情報」の以下の項目で取り込み元のドライブを指定します。 

 

 

２） TOP 画面の「EGG」をクリックすると心電図ファイルが取り込まれます。 

   患者番号、日付等は指定する必要はありません。 

 

 

３） 心電図ファイルは取り込まれても削除されず、FD に［gunji.txt］が作成され、取り込み情報が書き込まれ

ていますので、重複して取り込まれることはありません。 

４） 心電図ファイルを参照するソフトを「基本情報」の以下の項目で設定します。 

※ 2003 年 6 月以降は、［JAVA］を選択した方がよいとあるが、最新の［ViewPlus］であれば［New］を

選択します。 

 

５） 最新の［ViewPlus］をダウンロードした場合は、以下のフォルダに EXE ファイルをコピーする必要があり

ます。 

［public_html\EGG\ME］ 

［public_html\EGG_h］に［egc.exe］とファイル名を変更してコピーします。 

６） 閲覧するには検査リストの検査名（Web 表示）をクリックします。 

  

【  フクダ ME の Holter 心電図  】 

１） 「基本情報」の「検査項目」ボタンをクリックし、［HolterECG］を追加します。 

２） TOP 画面より登録する患者で［HolterECG］を検査登録します。 

３） 登録した検査一覧の漢字氏名（Filling）をクリックし、フォルダを開きます。 

４） Holter 心電図のデータをコピーします。 

５） 通常は登録後、検査名をクリックすると HV1000（簡易ホルターviewer）が開く。しかし、PC に購入した

HS1000L（or HS1000）のフォルダがある場合は、検査名をクリックすると HS1000L（or HS1000）が、

日付をクリックすると HV1000 が起動します。 

※ 最新の HolterViewer をダウンロードした場合は、各 PC の［public_html\HolterViewer］に入れて下さ

い。 

 

【  フジ FCR-PICO  】 

１） 「基本情報」の以下の項目でデータがある場所を指定します。 

    例えば、［ｃ：\pico］の場合は［ｃ］と指定します。 

 

２） TOP 画面の「PICO」をクリックすると検査情報と共にファイリングされます。 
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【  画像、ホルター心電図の保存場所  】 

 動画、ホルター心電図などを外部ディスクに保存することができます。 

１） 「基本情報」の以下の項目に場所を登録します。 

 

 

 

２） ドライブを指定すると検査登録の横に「外口」が表示されます。 

３） ファイリングするときにチェックを入れると、指定した場所に［RSB_FILE］というフォルダが作成され、

その中にファイリングされます。 

４） ただし、外部に保存した場合は、検査一覧で検査名をクリックしても Web 表示されず、フォルダが表示さ

れます。 

※ フクダ ME の HoiterECG の場合は、通常通り表示されます。  

 

【  心電図の元データの削除方法  】 

１） 「基本情報」の以下の項目を Yes にすることで削除されます。 
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11. DICOMの取込・設定 

【  設定  】 

１） 「基本設定」の「自動読み込み検査名変更」をクリックします。 

 

 

２） 以下のようなファイル名の場合は次のように設定します。 

 

 

 

 

 

※ 登録した内容は、［public_html\kensa_change.dat］に保存されます。 

以下の内容を参考に登録します。         

CR_ABDOMEN 腹部 CR_ANKLE 足関節 CR_ARM 上肢 

CR_BREAST 肋骨 CR_CHEST 胸部写真 CR_CLAVICL

E 

鎖骨 

CR_COCCYX 尾骨 CR_CSPINE 頚椎 CR_ELBOW 肘 

CR_EXTREMIT

Y 

四肢 CR_FOOT 足 CR_HAND 手 

CR_HEAD 頭部 CR_HIP 股関節 CR_KNEE 膝 

CR_LEG 下肢 CR_LSPINE 腰椎 CR_NECK 頚部 

CR_PELVIS 骨盤 CR_SHOULDE

R 

肩 CR_SKULL 頭蓋骨 

CR_SSPINE 仙骨 CR_TSPINE 胸椎   

 

【  RS_Reciever の役割と設定  】 

  Dicom 器機から Dicom データを受け取り、RS_Base で自動ファイリング可能なファイル名に変更して 

  RS_Base で自動ファイリング可能な指定フォルダに移動して下さい。 

  Dicom ファイルと同時に Jpeg ファイルも作製してそれぞれの保存場所を個々に設定できます。 

 

１） RS_Reciever で Dicom 保存を Dicom 自動ファイリング動作する PC の［gazou］、Jpeg 保存を Jpeg 自

動ファイリング動作する PC の［gazou］に設定します。 

２） RS_Reciever を設置するには RS_Base がインストールしてある PC ならどの PC でもいいですが、通常

は DICOM ファイルを自動ファイリングする PC に設置します。 

３） Dicom 器機側の設定で Dicom 通信の相手として上記 PC を設定します。 

４） ３）で設定した Dicom ファイルを自動ファイリングする PC でリロードの時間を 10～30 秒に変更します。 
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※ つまり、通常 RS_Base を使用する PC では設定しない方いいということになります。 

※ ファイリングはリロードするタイミングでファイリングされますので、できるだけ間隔が短い方がリアル

にファイリングされます。 

 

 

【  コニカ Regius  】 

１） 「基本情報」の以下の項目で患者情報を出力する場所を指定します。 

 

 

２） 患者情報画面の上部に［Regius1］・・・があるので、これをクリックすると指定した場所に患者情報が

出力されます。 

※ １）の指定がないと［gazou］フォルダに出力されます。 

３） Regius では、設定により自動で作成した患者情報を読み込みます。 

※ 通常はダイナより受付され、新患患者としてのチェックが入っていると、以下の項目が ON になっていれ

ば、RS_Base の BOX 受付情報を読み込んだタイミングで自動で新患のみ情報が出力されるようになって

います。 

 

 

※ 既登録の患者データが作成されても CR へは特に影響はありません。 

※ これは ORCA との連携と同じファイルフォーマットになります。 
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12. 説明画像への登録 

 患者説明に用いる図表などいくつかのグループに分けて保存し、TOP 画面の一番上にリンクを設けること 

 ができます。 

 

【  設定方法  】 

１） 「基本情報」の「説明・検査・カレンダ」をクリックします。 

 

 

 

 

 

２）  表示させたいリンク名を登録します。  

表示途中で改行する場合は、「登録名」＋「改行」と入力すると改行されます。 

 

 

 

 

 

 

※ フォルダは［public_heml］の［board］内に［gif0］［gif1］・・・に保存されます。 

 

３） その下の「ここで改行を入れる」で、TOP 画面で説明画像のリンク表示が、以下に設定する MO から読込み

名との間で改行するかどうかを設定します。 

 

     ｏｆｆだと 

 

 

     ｏｎだと 
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４）  動画用の説明ファイルとリンクさせる場合に「以下のホルダーの表示タイトル名」を使用します。 

ここでは、その動画ファイル名を入力し、動画ファイルは［public_html\board\gif14］に保存します。 

そうするとトップ画面の「サムネイル」が入力した動画ファイル名に変わります。この名前をクリックす

ると動画が表示されます。 

 

 

 

 

 

【  登録方法  】 

 １） トップ画面に表示されている登録したい説明画像のリンク名をクリックし、説明画像の画面を表示します。 

 

 

 

 ２） 画面上部に表示されている保存先のフォルダ名をクリックし、フォルダを開きます。 

 

 

 

 

 ３） 保存したい画像を開いたフォルダに保存します。 

    ※ ファイル名は英数字のみのファイル名で保存します。 
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第６章 その他登録・説明 

１. 書庫への登録 

スキャナで取り込んだパンフレットや文献などを保存しておくための機能です。 

 

【  設定方法  】 

１） 「基本情報」の「書庫画像ファイリングディレクトリー・・・」に書庫画像を保存する場所を指定します。

（フォルダは作成しておく必要があります） 

また、書庫ファイルをサーバーに置く場合は、「基本情報」の「書庫ホルダをサーバと同期」を「ON」にし

ます。 

 

２） 「基本情報」の「保存書庫変更」をクリックします。 

 

３） 作成する書庫名を登録します。 

 

※ 上から「書庫１」 「書庫２」 ・・・となります。 

※ 同一書庫名を登録した場合は、同じ内容が表示されます。 

 

【  登録方法  】 

１） 保存した画像を［gazou］フォルダに保存します。 

 

２） TOP 画面に表示されている「書全」をクリックし、書庫画面を表示します。 

 

３） 「ファイリング→」横にある各書庫フォルダをクリックすると書庫フォルダにファイリングされます。 

 

４） また、「ホルダ―表示→」横にある各書庫フォルダ名をクリックし、フォルダを開いてそのフォルダ内に保

存したい画像ファイルを登録しても書庫ファイルとして保存されます。 

 

５） 保存後、「サムネイル→」の横になる各書庫フォルダ名をクリックし、保存されていることを確認します。 

※ ファイル名は英数字・全角文字で保存可能です。 
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２. 検査用説明画像の登録 

 検査画像を表示する際に、説明用画像として検査毎に保存することができます。 

 

【  設定方法  】 

１） 「基本情報」の「検査用画像ホルダー設定」をクリックし、検査項目ホルダー指定画面を起動します。 

 

２） 説明用画像を登録したい検査名と検査名ホルダーを入力し、登録します。 

 

※ ホルダー名は英数字の名前を付けます。 

※ ホルダーは手動で［public_html］の［broad］に作成します。 

 

【  登録方法  】 

１） 検査項目フォルダとして指定したフォルダに画像を保存します。 
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３. 動画の登録 

 動画は他の画像ファイルと同様にファイリングが可能だが、数十 MB という大きなサイズの場合は、ファイリン  

 グに時間がかかるので、以下の方法でファイリングを行います。 

 

【  設定方法  】 

１） 「基本情報」の「ファイリングデータがなくてもディレクトリーを作成する検査を指定」に検査項目を登録

します。 

 

【  登録方法  】 

１） 画像を読み込み元フォルダに移動しておかない以外は、通常通り ID を入力、検査名を選択して検査歴を登

録します。 

２） 登録後、「基本情報」で設定されている検査項目であれば、保存用フォルダが作成されているので、年齢部

分をクリックし、保存フォルダを開きます。 

３） ファイリングしたいファイルをそのフォルダにコピー（あるいは移動）することでファイリング完了です。 

 

 

【  備考  】 

 ファイリング時の拡張子選択部分に「mp4」「w.mp4」の選択肢があります。 

 「w.mp4」で保存した場合は、ファイル名が「001.mp4」→「001w.mp4」となります。「基本情報」の「mp4

を Qtime で Web 再生する」を「yes」にすると「mp4」のファイルの場合は Qtime で再生され、「w.mp4」の

場合は Windows media player で Web 表示されます。 

また、「no」にすると「mp4」のファイルの場合は Windows media player で再生され、「w.mp4」の場合は

Qtime で Web 表示されます。 
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４. スナップ写真の登録 

 スナップ写真は患者の顔写真等を保存することで、患者情報を表示した際に、表示されるデータで、検査項目 

 のスナップとは異なります。 

 

１） TOP 画面の検索歴で表示されている患者カナ氏名をクリックします。 

 

 

 

 

２） スナップ写真として取り込む写真を［gazou］フォルダか「基本情報」の以下の項目で指定したフォルダにコ

ピーします。 

 

 

３） 患者検索歴画面の「snap」をクリックします。 

 

 

 

 

 

４） 画像取込画面が表示されるので、「スナップ後全削除」か「スナップ後非削除」をクリックします。 

 

５） 指定した画像が患者の snap 写真として登録され、以前登録していた古い写真は撮影日の入ってファイル名に

変更されて、保存され続けます。 
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５. 個人情報への画像登録 

 スナップ写真とは別にほとんど変化しない顔写真、保険証のコピーを個人情報として保存することができます。 

 

１） ファイリングしたい画像を［gazou］フォルダにコピーします。 

２） 他の検査と同様に検査項目を「個人情報」と選択し、対象の患者番号と共に登録します。 

（検査項目がない場合は「基本情報」で登録します） 

 

 

３） サーバーの［public_html\kojin_file］フォルダ内にそのままファイル名で保存されます。 

４） 保存した情報は個人情報の「個情」をクリックすると表示されます。  
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６. 紹介状（画像添付）の作成・出力 

【 紹介状の画面の起動方法について 】 

■TOP 画面から起動する場合  

   TOP 画面の下記の部分で、「紹介状」を選択し、ID を入力して「ID」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

  ■患者画面から起動する場合 

   患者画面の「紹介状」をクリックします。   

 

 

 

 

 

  ■登録している画像を添付して起動する場合 

   「検査名」をクリックすると画像が表示されますので、登録したい画像に☑チェックし、「選択した画像で

紹介表を作成」に☑チェックし、「決定」ボタンをクリックします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※紹介状を開いた際は、前回の内容が表示されるように設定されています。 
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【 紹介元・紹介先のデータを登録する方法 】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇紹介元医師名登録 

  医師名を入力し、「医師名変更・追加」で登録をして下さい。 

 

 

 

  

 〇紹介科登録 

  紹介先の科を入力し、「紹介先の科の設定」で登録をして下さい。 

 

 

 

 

 〇紹介先登録 

  紹介先の病院を入力し、「紹介先変更・追加」で登録して下さい。医療機関名の前に「●」をつけると、リス

トの上部に表示されます。 
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 〇紹介状ヘッダ・フッダ追加・変更 

  ヘッダ・フッダを入力後、「紹介状ヘッダー・フッターの追加・変更」で登録をして下さい。 

  紹介状定型文章を作成したい場合は、文章を入力後、「紹介状定型文章の登録」で登録をして下さい。 
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【 紹介先病院名などの画面の説明・入力方法について 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○タイトル１： 

  前回使用したタイトルが表示されます。 

 

 ○書類選択 

  プルダウンで書類を選択します。書類を追加したい場合は、「タイトルファイル表示」をクリックするとメモ 

帳が起動しますので追加したいタイトルを入力後、保存をしてリロードして下さい。 

 

 ○日付 

  本日の日付が表示されます。 

 

 ○紹介状フォント 

  プルダウンでフォントを指定します。 

 

 ○病院（左側） 

  プルダウンで病院を選択します。追加したい場合は、「病院」（左側）をクリックすると、登録画面が起動し

ますので、入力後、「登＿録」をクリックし登録をして下さい。 

 

 ○病院（右側） 

  病院名を手入力する場合に使用します。 

  ※「病院名」と「医師：」を手入力後、[リストへ登録□]にチェックを入れると、手入力した情報がリストに

登録されます。また、［（医師名を診断へ登録）：□］にチェックを入れると、患者画面の診断欄に医師

の名前が登録されます。 

   

画面の説明 
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 ○科： 

  プルダウンで紹介先の「科」を選択します。 

 

 ○医師： 

  医師名を手入力する場合に使用します。 

   

 ○病院名選択： 

  プルダウンで病院名を選択します。 

  ※追加をしたい場合は、【 紹介元・紹介先のデータを登録する方法 】の「紹介先登録」を参照して下さい。 

 

 ○病院名入力自動セレクト 

  病院名の検索をすることができます。手がかりとなるキーワードを何文字か入力をすると、検索欄の下に表示

されますので、該当する病院を選択して下さい。 

 

 

 

 

 

実際に入力する場合は、下記の４つの方法があります。 

■病院や紹介先の科を選択して入力する方法 

  病院（左側）や紹介先の「科」をプルダウンで選択します。医師名は手入力となります。 

 

   

 

■すべて手入力する方法 

  病院（右側）と医師を手入力します。 

  ※リストへ登録にチェックを入れると手入力した情報がリストに登録されます。 

 

 

 

■病院名選択を使用する方法 

  プルダウンで病院名を選択します。 

 

 

 

入力方法 
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■検索をして病院名を使用する方法 

 病院名を検索します。手がかりとなるキーワードを何文字か入力をすると、検索欄の下に表示されますので、 

該当する病院を選択して下さい。 

 

 

 

 

【 紹介元病院名などの画面の説明・入力方法について 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○病院名、郵便番号、住所、主治医、TEL、携帯、FAX、Mail 

  基本情報の(267)～(269)に登録した情報が反映されます。 

 

 

 

   

○主治医：  

   プルダウンから主治医を選択して下さい。 

   ※主治医は、基本情報で登録している医師の他に、［紹介元医師名登録］で登録した医師をプルダウンで選

択することができます。 

 

  ○医： 

   医師名を手入力する場合に使用します。 

 

 

 

 

画面の説明・入力方法 
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【 傷病名、紹介目的などの画面の説明・入力方法について 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○傷病名： 

   傷病名は手入力となります。ただし、ダイナミクスと連携している場合は、右のカラムから選ぶことができ

ます。 

 

  ○紹介目的： 

    紹介目的は手入力となります。 

    （注）紹介目的が未記入の場合は、検査登録名は“紹介の返事”となります。紹介状を作成する場合は、忘   

れずに入力して下さい。 

 

  ○主訴：、既往：家族歴 

   主訴、既往：家族歴は手入力となります。 

 

 

 

 

画面の説明・入力方法 
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 ○紹介状ヘッダ 

  紹介状のヘッダをプルダウンで選択します。 

  登録方法は【 紹介元・紹介先のデータを登録する方法 】の［紹介状ヘッダ・フッダ追加・変更］を参照し 

て下さい。 

 

 ○（Dsm）（RSB 診）（所３）（サマリ）（血液）（検査）【○】【所見】【Psm】【血液↓】 

   各項目をクリックすると、各項目の情報を閲覧することができます。 

 

 ○【例文表示】 

    【例文表示】をクリックすると、あらかじめ登録している例文が表示されるので使用したい例文があれば 

   ［本文にコピー］をクリックすると、コピーされます。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 ○紹介状の本文内 

  紹介状の本文内で（ｐ）（半角）を入れると、そこで改ページされます。 

 

〇画像日付 

  紹介状に画像を添付した場合に、画像を登録した日付が表示されます。 

  ※画像の登録方法については、【 紹介状への画像の添付 】を参考にして下さい。 

 

 〇紹介状フッダ 

  紹介状のフッダをプルダウンで選択します。 

  登録方法は【 紹介元・紹介先のデータを登録する方法 】の［紹介状ヘッダ・フッダ追加・変更］を参照し

て下さい。 

 

 

 

 

 

http://localhost/~rsn/2001.cgi?matome=999
http://localhost/~rsn/2001.cgi?matome=999
http://localhost/~rsn/sinryo.cgi?matome77=999=sh3x
http://localhost/~rsn/sinryo.cgi?matome77=999=sh3x
http://localhost/~rsn/labo_ini.cgi?999
http://localhost/~rsn/labo_ini.cgi?999
http://localhost/~rsn/gamma.cgi?C:/Users/rsn/public_html/./kojin_file2/rs9/999=folder_open
http://localhost/~rsn/gamma.cgi?C:/Users/rsn/public_html/./kojin_file2/rs9/999=folder_open
http://localhost/~rsn/shokenall.cgi?matome77=999=norelate
http://localhost/~rsn/shokenall.cgi?matome77=999=norelate
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【 処方の入力方法について 】 

 

 

 

 

 

 

 〇処方１、処方２  処方を入力する際に使用します。 

    ただし、ダイナミクスと連携している場合は、右のカラムの処方１、処方２をクリックすると薬の情報を

コピーする事が出来ます。 

 

【 備考の入力方法について 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 必要があれば入力をして下さい。右のカラムで［保険コピー→備考］や［サマリ→備考へ］をクリックすると、 

 備考欄へ自動的にコピーされます。 

血液などの情報も備考にコピーすることができます。血液データの日付をクリックし、必要なデータを選択して 

 コピーするか、上段に［左カラムコピー］、［異常データコピー］、［右カラムコピー］をクリックすると該当

カラムを自動的にコピーをしますので、備考に貼り付けをして下さい。 
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すべての項目を入力後、決定をクリックして下さい。 

 

【 紹介先の登録  】 

１） 紹介状の画面の他に「基本情報」の以下のボタンにより病院や医師などの登録をすることができます。  

 

 

 

 

   病院登録 ： 紹介状に表示する病院を登録します。 

   医師登録 ： 紹介状に記入する医師を登録します。 

   照会先   ： 紹介状の紹介先を登録します。 

   紹介科   ： 紹介状の紹介科を登録します。 

   紹介ヘッダ ： 紹介状のヘッダ、フッタおよび紹介状の定型文章（８個まで）を登録します。 

 

【 紹介先の各種設定 】 

 次の項目を「基本情報」で設定することができます。 

 ＜紹介状横幅＞ 

  紹介状の横幅を変更できますが、通常は「640」を使用します。 
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 ＜紹介状フォント＞ 

  紹介状のフォントを変えたい場合に設定可能です。 

  ただし、ファイルとして相手に渡す場合、指定するとフォントがなく正常に表示されない場合があるので注意  

  して下さい。 

 

 

 ＜紹介状、診断書、検診の敬称＞ 

  画像印刷画面、紹介状、診断書、検診の名前の後ろに付ける敬称を設定します。 

 

 

 

【 紹介状への画像の添付 】 

 ＜画像がすでに検査情報として登録されている場合＞ 

１） TOP 画面に表示されている検査情報より「検査名」をクリックし、画像を Web 表示します。 

２） 「選択した画像で紹介状を作成」をチェックし、紹介状に添付する画像の上にあるチェックにチェックをし、

「決定」ボタンをクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 紹介状記入画面が起動するので記入し、登録すると指定した画像が添付された紹介状が作成されます。 
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 ＜紹介状をすでに登録している場合＞ 

１） 添付する画像も登録されている場合は、画像を Web 表示（検査情報で検査名をクリック）し、画像の下に

表示される［日付→gazou］をクリックし、［gazou］フォルダにコピーして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

２） TOP 画面に戻り、検査一覧に表示されている紹介状の名前（Filling）のところをクリックすると１）でコピ

ーした画像が紹介状に添付されます。 

 

 

 

 

【  紹介状の表示方法  】 

  表示方法には以下の５種類があります。 

１） TOP 画面の検査一覧の紹介状の検査名(Web 表示)をクリックすると画像が横２枚に表示されます。 
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２） TOP 画面の検査一覧の ID 番号（PhEd）をクリックすると画像が横３枚に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

３） TOP画面の検査一覧の診断名３の○印をクリックすると紹介状本文の直下で改ページされて画像が表示され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） TOP 画面の検査一覧の診断名４の○印をクリックすると紹介状本文横に画像を 1 枚表示し、続きを横 2 枚で

画像が表示されます。 
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５） TOP 画面の検査一覧の右端に表示されている「分離」をクリックすると画像が横 2 枚の大きさで表示され、

その後に紹介状本文が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【  紹介状に血液テーブルを添付する方法  】 

１） 紹介状データを作成します。 

２） 添付する血液検査画面を起動し、「印刷用」ボタンの横にあるチェックボックスにチェックをいれ、「印刷

用」をクリックします。 

 

 

 

 

３） ［gazou］フォルダにデータが作成されます。 

４） TOP 画面に戻り、検査一覧に表示されている紹介状の名前（Filling）のところをクリックすると２）で作成

した血液テーブルが紹介状に添付され、本文の下に表示されます。 

【  紹介状に自院の地図を添付する方法  】 

１） Gif 形式で自院の地図を、［map.gif］としてクライアント PC の［public_html］に作成します。 

サイズは 20-30KB、約 480×380 ピクセル（縦横）が適当です。 
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２） 作成した紹介状に以下のように地図が添付されます。 

 

 

 

 

 

 

【  紹介状に紹介元の医師の写真を添付する方法  】 

１） 写真を［doctor.jpg］として、クライアントの［public_html］に作成します。 

２） 紹介状を作成すると、自院の地図の右側に表示されます。 

３） 画像をクリックすることで画像は非表示になります。 

【  紹介状に患者さんの顔写真を添付する方法  】 

１） Snap がファイリングされていれば表示されます。 

２） 画像をクリックすることで画像は非表示になります。 

 

【  返信がファイリングされているか検索する方法  】 

１） 自院からの紹介状に対しての他院からの返信をどのような検査名で登録しているかを、「基本情報」→「他

院からの紹介状の返事（登録検査名）」に指定する。 

 

 

２） 以下の「表示数」か「紹」をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

３） 紹介状とその返信（1）で設定した項目）が表示され、３０日以内に返信のあった紹介状の背景が黄色に    

なります。ただし、関連付けなどはされていない為、返信がある紹介状でも黄色の背景にならない場合もあり

ます。 
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【  他院から頂いた紹介状に対して返信をしているか検索する方法  】 

１） 他院からの紹介状をどのような検査名で登録しているかを、「基本情報」→「他院からの紹介状（登録検査

名）」に指定します。 

 

 

２） 以下の「表示数」か「紹」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 「自院返信チェック（Click）」をクリックすると自院への紹介状に対して、返信しているかが表示されます。 
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７. 紹介用データの抽出 

 患者さんを他院に紹介する場合、RS_Base のデータを一括して抽出することができます。 

 そのデータを CD などにコピーして、紹介先に提出すれば紹介先病院では、InternetExplorer があれば、 

   閲覧することができます。 

１） TOP 画面で ID を入力し、「患者表示」ボタンをクリックします。 

 

 

   または、TOP 画面にすでに対象の患者が表示されている場合は、カナ氏名をクリックして下さい。 

２） 表示された画面の下側に以下のような画面が表示されます。 

保存に必要なものをチェックするか、すべて保存する場合は、すべてチェックをしない状態にし、「データ総

保存（紹介用）」をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 操作している PC の［public_html\personal］にデータが保存され保存先が表示されます。 
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４） 上の画面の「（ここをクリックするとフォルダーが表示されます。）」をクリックすると、データが保存さ

れたフォルダ（［public_html\personal］）が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５） このフォルダ内のデータを CD などにコピーし、紹介先に提供すると相手先で、すべての情報が閲覧可能に

なります。 

 

※ 情報を閲覧するにはフォルダ内にある［open.html］をクリックして下さい。 
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８. 他院 RS_Baseへのデータの提供 

 RS_Base を使用している施設間で患者さんが転院されるとき、自院の RS_Base の画像ファイルや検査データ 

を出力し、引き継ぐことができます。 

紹介状、紹介の返事の内容も一括 CSV ファイルとして出力ができます。 

 

【  血液検査データの出力方法  】 

１） 「基本情報」の「Data_Out（各種データ出力）」をクリックします。 

 

 

２） 以下の「血液データを RS_Base フォーマットで出力します」で、出力する期間、自院の患者番号（今回紹

介患者の ID）、相手先の患者番号を指定し、出力する対象のものにチェックをし、「血液データを RS_Base

フォーマットで出力します」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 対象のデータが出力されますので、「保存用フォルダーを開きます」をクリックし、ファイルを確認します。 
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【  指定検査データの出力方法  】 

１） 出力対象期間、検査項目等を指定し、出力ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

２） 操作している PC の［RSB_labo］フォルダにデータが作成されます。 

 

【  紹介状、紹介の返事の CSV 出力方法  】 

１） 以前に紹介状を出力していると［RSB_intro］にデータが残っているので、画面下にある［crick Here］を

クリックしてファイルを削除してから作業を行います。 

 

 

 

 

 

 

２） 出力対象期間を指定し、「紹介状を CSV ファイルとして一括出力します。」ボタンをクリックします。 

３） 出力された紹介状に画像の添付（ｊｐｇ／gif のみ）がある場合は、CSV データに付番されえている連番の

フォルダが作成され、その中に画像データが保存されます。 

※ 文章内での改行は〈ｂｒ〉に、半角［，］は（）に置換されます。 

 

【  データの取込方法  】 

１） 「基本情報」の以下の項目の設定を行います。 

 

 

 

２） 頂いたデータを１）で指定したフォルダにコピーし、TOP 画面の「読込」をクリックします。 

 

３） 読込が完了すると以下の画面が表示され、転送先および当院の RS_Base に検査血液データが取り込まれる。 

なお、自院のデータは ID.txt に保存され、読み込まれたデータは（BP）ID.txt に保存されますが、通常通

り参照は可能。  

※ ID が異なっている場合はファイルを開き、ファイル内の ID およびファイル名の ID を変更する必要があ

ります。  
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９. 当院検診 

 【  特徴  】 

１） 検診内容は、会社の法廷検診程度の項目（域検診・老人検診なども応用は可能） 

２） レポートは今回、前回の２回分のデータ表示 

３） 血液データは RS_Base にファイリングしてあるものから自動参照（手動入力も可） 

４） 胸部レントゲンもレポートに自動参照し表示します。 

   複数枚を同日に撮影した場合は、1 枚目が表示されます。 

５） 検診データの一覧を CSV ファイルとして出力可能 

   データは日付、期間、会社名で指定が可能 

６） 検診者を選択表示し、検診データの一括印刷します 

７） BMI は身長体重から、LDL は TC、TG、HDL から自動的に計算 

８） 身長データの入力がない場合は、前回の身長を自動的に参照 

 

 【  血液検査の設定方法  】 

  検診のレポートに表示する検査項目を設定します。 

１） 「基本情報」の以下の項目（検診の血液項目の読み込み設定）をクリックします。 

 

 

２） 検査項目の設定画面が起動するので変更等がある場合は設定して下さい。 

ただし、上の４つ（TCHO／HDL／TG／LDL）と 29～42 番目（法定検査項目）は固定。それ以外の２４項

目は、検査機関から取り込まれたデータを、項目、順番を含めて自由に設定できます。 

項目名入力（男性）、項目名入力（女性）を指定し、さらにその項目名が、検査センターの項目ではどのよう

になっているかを指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



137 

 

 ※【タイトル変更】をクリックすると、タイトルを変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【  胸部写真の設定方法  】 

   

 

１） 検診で、胸部写真として取り込む検査項目を指定。 

２） 検診レポートで表示する胸部写真の横幅を設定。 
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 【  登録方法  】 

１） 「当院検診」の検査項目がない場合は「基本情報」の「検査項目」より追加。 

２） TOP 画面で他の検査項目同様に、ID を入力し「当院検診」を選択し、検査を登録。 

 

 

３） 登録した「当院検診」の日付をクリックすると以下のような検診入力画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） 必要事項を入力します。 

血液データについては、同じ日付のものがあれば、自動的に参照されて表示されます。また、医療機関名の下

に表示されている日付をクリックすると、その日の血液データを参照することも可能です。 

胸部写真は画面上部にある「胸部レントゲンの日付」で指定した日付の写真が自動参照されます。 
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５） すべての入力が完了し、「決定」ボタンをクリックすると検診結果のレポートが作成され、表示されます。 

このとき、昨年（前回）のデータがあればそのデータも表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【  他の画像を添付する方法  】 

  画像を胸部写真以外に添付する方法を説明します。 

  画像はｊｐｇ形式であれば、複数枚以下の部分に表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１） 添付する画像を［gazou］フォルダにコピーします。 

２） 画像を添付する患者の漢字氏名（Filling）をクリックします。 
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 【  一覧表示方法  】 

１） 「当院検診」を選択し、「検査表示」ボタンをクリックすると当院検診の一覧が表示されます。 

 

 

 

２） このとき、一覧で背景がピンクなら医師の入力が終わっている、薄緑色なら入力が終わっていないという                      

ことになります。 

３） 日付をクリックすると入力および変更画面が表示されます。 

４） ID（PhED）をクリックすると胸部写真を表示させないレポートが表示されます。 

５） 検査一覧の（済）をクリックすると前回のものは表示させない状態になります。 

 

 【  一覧の作成・印刷方法  】 

１） TOP 画面で「検診印刷」を選択し、「一覧」をクリックします。 

 

 

 

２） 一覧を作成する期間および会社名（なくても可）を入力し、「まとめをファイルとして出力します」をク   

リックします。 

 

 

 

 

 

３） 検診患者の一覧が表示されます。 

    出力する患者をチェックし、「選択した検診データを表示する」をクリックすると検診レポートが表示さ

れます。 

    また、画面上部の「○こちらにできました（click here）○」をクリックすると患者の検診結果のまとめ

一覧が CSV ファイルで作成されます。 

    その下にある「タックシール」をクリックすると検診を受けた人に結果を返す時の封筒はりつけ用のタッ

クシールも作成できます。タックシールの設定は、［public_html\seal.cgi］を直接変更すると異なった

サイズの シールも出力できるようになっています。 

    タックシールの設定ファイルは、［seal.cgi］以外にも［seal1.cgi］［seal2.cgi］でも指定でき、「基本

情報」の以下の項目でどのファイルを使用するか設定できます。 

 

 

 【  2 回以上の検診履歴がある場合の印刷  】 

１） レポートに２回分の表示をするようになっているが、それ以前の検診があると A４×２で４回分の検診レポ

ートを表示します。 

この表示を「基本情報」の以下の項目で設定することができます。 
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２） A3 を指定すると横２列に表示され、A4 を指定すると縦２行に表示されます。 
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10. 照射録 

 放射線照射録を作成することが可能です。 

 

１） 「基本情報」の以下の「照射録」ボタンを押し、登録画像を表示します。 

 

 

 

 

 

２） 照射録を作成する→ON にすると登録時に自動的に照射録が作成されます。 

医師名を入れる→ON にすると医師名が照射録に表示されます。OFF にすると医師名は空白で手書きしたい 

   場合はこちらを選択します。 

検査名・フィルム・機器名・内容１・内容２・内容３→照射録を作成する検査名、各項目の規定値を入力。 

 

 

 

 

 

 

３） 登録した検査名で検査を RS_Base に登録するか画像をファイリングすれば自動的にファイリングフォルダ

に照射録が作成されます。 

４） 作成した照射録の内容を変更する場合には、検査情報の連番（変更）をクリックすると情報変更画面が表示

されますので、そこで情報を変更すると照射録の内容も変更されます。 

ただし、病院名等の情報が削除されてしまうので、注意が必要（原因不明で現時点では、HTML を直接修正

するしか方法はない） 

５） 照射録は TOP 画面の以下のボタンで照射録を選択し、一覧をクリックするか、４）の変更画面で「データ情

報内のファイル表示」をクリックし、［X_RAY.ｈｔｍｌ］を表示することで照射録は表示されます。 

 

６） 照射録は以下のイメージで作成されますので印刷を行うと一人一枚で出力されます。 
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11. 長谷川式簡易知能評価スケール（HDS-R） 

１） 「基本情報」の「検査項目」で HDS-R を検査項目として登録します。 

 

 

 

 

２） ID を入力し、登録した検査項目「HDS-R」を選択し、「登録」ボタンを押します。 

 

 

    また、TOP 画面にある以下の検査項目一覧に［HDS-R］が表示されている場合は、チェックして上記の ID 

   入力欄に ID を入力し、Ｅｎｔｅｒキーを押すと登録されます。 

 

 

 

 

３） TOP 画面に表示される登録された検査情報一覧の日付部分をクリックすると入力画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） 画面の一番下に問８で使用する５つの小物の写真を表示しているが、データは各 PC の

［public_html\HDS.JPG］なので、必要あれば変更することも可能です。 

５） 入力が完了したら、登録ボタンをクリックし、保存します。 

６） 登録したときに、診断名が自動的に TOP 画面の診断１に記入されます。 

これは、「基本情報」の以下の設定で変更することが可能なので、確認します。 

 

 

７） 登録した内容は TOP 画面に表示される検査名［HDS-R］をクリックすると表示されます。 
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12. うつ病の簡便評価（SRQ-D） 

１） 「基本情報」の「検査項目」で SRQ-D を検査項目として登録します。 

 

 

 

 

２） ID を入力し、登録した検査項目「SRQ-D」を選択し、「登録」ボタンを押す。 

 

 

   または、TOP 画面にある以下の検査項目一覧に、［SRQ-D］が表示されている場合は、チェックをして、 

上記の ID 入力欄に ID を入力し、Enter キーを押すと登録されます。 

 

 

 

 

３） TOP 画面に表示される登録された検査情報一覧の日付部分をクリックすると入力画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） 入力が完了したら、登録ボタンをクリックし、保存します。 

５） 登録したときに、診断名が自動的に TOP 画面の診断１に記入されます。 

これは、「基本情報」の以下の設定で変更することが可能なので確認します。 

 

 

６） 登録した内容は TOP 画面に表示される検査名［SRQ-D］をクリックすると表示されます。 
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13. 更年期問診 

１） 「基本情報」の「検査項目」で更年期問診を検査項目として登録します。 

 

 

 

 

２） ID を入力し、登録した検査項目「更年期問診」を選択し、「登録」ボタンを押す。 

 

    または、TOP 画面にある以下の検査項目一覧に［更年期問診］が表示されている場合は、チェックをして、 

    上記の ID 入力欄を入力し、Enter キーを押すと登録されます。 

 

 

 

 

３） TOP 画面に表示された検査情報一覧の日付部分をクリックすると入力画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） 入力が完了したら、登録ボタンをクリックし、保存します。 

５） 登録したときに、診断名が自動的に TOP 画面の診断１に記入されます。 

これは「基本情報」の以下の設定で変更することが可能なので確認します。 

 

   評価は以下の内容で表示されます。 

    長期的対応（精査） 

    中期的対応 

    生活指導（薬物） 

    生活指導 

    問題なし 

６） 登録した内容は TOP 画面に表示される検査名［更年期問診］をクリックすると表示されます。 
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14. 前立腺問診 

１） 「基本情報」の「検査項目」で前立腺問診を検査項目として登録します。 

 

 

 

 

２） ID を入力し、登録した検査項目「前立腺問診」を選択し、「登録」ボタンを押す。 

 

 

 または、TOP 画面にある以下の検査項目一覧に［前立腺問診］が表示されている場合は、チェックをして 

    上記の ID 入力欄に ID を入力し、Enter キーを押すと登録されます。 

 

 

 

 

３） TOP 画面に表示された検査情報一覧の日付部分をクリックすると入力画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） 入力が完了したら、登録ボタンをクリックし、保存します。 

５） 登録したときに、診断名が自動的に TOP 画面の診断１に記入されます。 

これは「基本情報」の以下の設定で変更することが可能なので、確認します。 

 

 

６） 登録した内容は TOP 画面に表示される検査名［前立腺問診］をクリックすると表示されます。 
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15. SAS問診 

１） 「基本情報」の「検査項目」で SAS 問診を検査項目として登録します。 

 

 

 

 

２） ID を入力し、登録した検査項目「SAS 問診」を選択し、「登録」ボタンを押す。 

 

 

  または、TOP 画面にある以下の検査項目一覧に［SAS 問診］が表示されている場合は、チェックをして 

   上記の ID 入力欄に ID を入力し、Enter キーを押すと登録されます。 

 

 

 

 

３） TOP 画面に表示される登録された検査情報一覧の日付部分をクリックすると入力画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） 入力が完了したら、登録ボタンをクリックし、保存します。 

５） 登録したときに、診断名が自動的に TOP 画面の診断１に記入されます。 

これは「基本情報」の以下の設定で変更することが可能なので、確認します。 

 

 

  症状は、なし・時にある・結構ある・多い 

 

６） 登録した内容は TOP 画面に表示される検査名［SAS 問診］をクリックすると表示されます。 
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16. 頭痛問診 

１） 「基本情報」の「検査項目」で頭痛問診を検査項目として登録します。 

 

 

 

 

２） ID を入力し、登録した検査項目「頭痛問診」を選択し、「登録」ボタンを押す。 

 

 

または、TOP 画面にある以下の検査項目一覧に［頭痛問診］が表示されている場合は、チェックをして 

 上記の ID 入力欄に ID を入力し、Enter キーを押すと登録されます。 

 

 

 

 

３） TOP 画面に表示される登録された検査情報一覧の日付部分をクリックすると入力画面が表示されます。 

作田式頭痛問診・間中式頭痛問診の両方の入力画面が表示されますので、どちらかの入力をします。同時に行

うことはできません。 
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４） 入力が完了したら、登録ボタンをクリックし、保存します。 

５） 登録したときに、診断名が自動的に TOP 画面の診断１に記入されます。 

これは「基本情報」の以下の設定で変更することが可能なので、確認します。 

 

 

診断は、緊張型、片頭痛、前兆症状、群発頭痛 の点すべてが診断 1-4 に入る。 

 

６） 登録した内容は TOP 画面に表示される検査名［頭痛問診］をクリックすると表示されます。 
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17. DAS28RS 

1）「基本情報」の「検査項目」で DAS28RS を検査項目として登録します。 

2）ID を入力し、登録した検査項目「DAS28RS」を選択し、「登録」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CRP・血沈のデータを入力し、圧痛関節・膨張関節にチェックを入れる事により関節の評価ができます。 

関節の評価等の計算は簡単ではなく、PC に計算させた方が何倍も簡単でしょう。 
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18. 履歴書 

１） 「基本情報」の「検査項目」で「履歴書」を追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 他の検査と同様に ID を入力し、「履歴書」という検査で登録します。 

 

 

 

３） TOP 画面の検査一覧に表示された履歴書の日付をクリックし、入力画面を表示します。 

 

 

４） 各項目を入力し保存します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５） 登録した内容は TOP 画面の検査一覧に表示された「履歴書」をクリックすると履歴書形式で表示されます。 

  

 

※ 患者検査情報の一括出力時には、履歴書は出力されない。 
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19. カレンダー 

5 つのカレンダーが用意されていて各々で予定等の入力が可能。 

TOP 画面に登録した予定を表示することもできます。 

 

 【 カレンダーの名称を設定 】 

１） 「基本情報」の「説明・検査・カレンダ」をクリックします。 

 

 

 

 

２） カレンダーにつけるタイトルを入力し登録します。 

 

 

 

 

 【 予定の登録方法 】 

１） TOP 画面に表示される［C2］・・・［C5］をクリックし、カレンダーを表示します。 

（カレンダーの名称を変更している場合は、その名称が表示されています） 

 

 

２） 予定を登録する日付をクリックすると予定入力画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） 予定を入力し、登録します。 
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 【 TOP 画面に予定を表示する方法 】 

１） 「基本情報」の「カレンダー（Top）の予定の選択」で TOP 画面に表示する予定カレンダーを設定します。 

 

 

２） TOP 画面の検査情報の先頭に指定したカレンダーに登録した本日の予定で表示されます。 

 

 

 

 

 【 指定日の検査一覧表示 】 

１） TOP 画面の［C1］をクリックし、カレンダーを表示します。 

２） 検査一覧を表示したい日付をクリックすると指定した日付で登録した検査の一覧が表示されます。 
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20. 再検について 

検査を登録する際、再検査の時期を設定することが可能だが、その初期値を設定することができます。 

 

１） 「基本情報」の以下の項目で月数を設定します。 

 

 

 

２） この状態で検査を登録すると再検の時期が自動で登録されます。 

３） また、患者毎にも指定が可能で、患者情報画面の「再検」をクリックすると設定画面が起動するので、各検

査毎に指定することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

４） 検査一覧で再検の時期が過ぎても検査がない場合は、その検査の背景がブルーになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



155 

 

21. リンク切れフォルダの削除 

保存フォルダー内にデータがあるにもかかわらず、検査歴とのリンク情報がないデータが存在する場合があります。

これは、検査歴を削除する時に、同時にリンクフォルダを削除することは可能だが、規定値では安全の為に、削除

しない設定になっている為、規定値のまま「リンクフォルダを削除しない状態」で削除処理した場合に、リンクフ

ォルダだけが残って、検査歴は削除されているのでリンク切れフォルダとなります。 

そのリンクフォルダを表示し、削除するには以下の方法で行います。 

 

１） TOP 画面の５行目にある「一覧」ボタンをクリックし、登録情報を表示します。 

  

 

 

２） 画面の一番下に「data2006.csv のリンク切れをチェックします。」が表示されるので、クリックします。 

（すべてのフォルダをチェックするので表示まで少し時間がかかる） 
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３） リンク切れフォルダ名をクリックするとそのフォルダが表示されます。 

リンク切れして、不要なファイルはここで削除することが可能です。 

削除後、「空のホルダーは削除します」をクリックすると、空になったフォルダも削除することが可能です。 

また、「JPG 画像を表示します」というリンクがあるが、これをクリックすると各フォルダに JPG 画像があ

れば、フォルダ名の前にその一つが表示されます。 

（ただし、表示フォルダが多い場合は、表示に時間がかかると思われます） 

※ 表示されているデータは、絶対に不要だと確認できない限り、そのままにしておいた方が安全です。 

※ リンクしていないデータを検査歴として登録する場合は、データを一旦、「gazou」に移動して、再度、

ファイリングする必要があります。 

 

２） もう一つの方法として、データを削除せずに「nonlink ホルダー」に移動する方法があります。 

「ファイルを nonlink ホルダーに移動!!!!!!」をクリックし、下部に表示された移動をクリックすると、通常

の画像データ保存用フォルダではなく、「nonlink ホルダー」にフォルダごと移動されます。 
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22. 古いデータの移動 

データが大量になった場合は、古いデータをフォルダごと外部媒体に引越しすることができます。 

 

１） RS_Base は各年の画像フォルダは［public_html\lmfidx2004］となっているので、年毎に外部媒体等に移

動が可能です。 

２） 移動場所を、「基本情報」の以下の項目で指定します。 

 

 

 

３） 古い年のデータをフォルダごと移動します。 

４） 移動後、RS_Base から移動した年のデータを表示させようとすると、バックアップ先のフォルダから必要な

画像だけ、RS_Base のサーバーにコピーしてから表示するようになります。 

したがって、一度移動しても閲覧するとまた、サーバーにデータがコピーされているので、年に一度くらいは

移動したほうがいいでしょう。 
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23. バックアップについて 

RS_Base には以下の３つのバックアップ方法があります。 

 ・RS_Base が自動でバックアップ 

 ・設定によりバックアップ 

 ・フリーのソフトによりバックアップ 

 

【 RS_Base が自動で世代バックアップを行っている 】 

 

 ＜init.dat（基本情報の設定）＞ 

  public_html\backup\月\init.dat 

  サーバーの［init.dat］も各クライアントにバックアップしています。 

  → public_html\backup\月\（SV）init.dat 

 

 ＜custum.dat（TOP 画面表示の設定）＞ 

  public_html\backup\月\custum.dat 

 

＜labo.dat（院内血液検査の設定）＞ 

   public_html\backup\月\labo.dat 

 

＜graphsame.dat（グラフセットの設定）＞ 

   public_html\backup\月\graphsame.dat 

 

＜name.cvs（患者情報）＞ 

   public_html\backup\月\年月\name.csv 

public_html\sedai_back\時刻（01～24）\name.csv 

※ 各クライアントに毎時間、毎日の自動世代バックアップを行っています。 

※ しかし、毎日 ID 取込で書き換えていますので、バックアップの必要性はありません。 

  

＜data.cvs（データベースのインデックス）＞ 

   public_html\backup\月\年月\data.csv 

public_html\sedai_back\時刻（01～24）\data.csv 

※ サーバーの public_html\data.csv は直近の 50 個の検査情報が保存されています。 

※ 各クライアントに毎時間、毎日の自動世代バックアップを行っています。 

※ バックアップの流れ 

※ 最新データ：public_html\data\data 年.csv 



159 

 

→バックアップデータ：public_html\sedai_back\時刻\data 年.csv（データ内容変更時に自動保存） 

→バックアップデータ：public_html\backup\data 年（日付）.csv 

→バックアップデータ：public_html\backup\1～10\data 年.csv 

→バックアップデータ：public_html\backup_rs\data 年（日付）.csv 

 

＜public_html\labo（院内検査データ）＞ 

   院内検査入力時に laboin ホルダーに４世代の自動バックアップ 

 

＜public_html\labo_o（院外検査データ）＞ 

   ２世代の自動バックアップ 

【 RS_Base で設定することでバックアップを行う 】 

１） 検査項目登録時に指定したフォルダに自動的にバックアップを行うことができます。 

２） 自動バックアップを行うフォルダを指定します。 

「基本情報」の「自動バックアップ検査（CR など）のドライブ、ホルダー指定」でバックアップを行うフ

ォルダまたはドライブを指定します。 

（指定したフォルダは自動では作成されないので、あらかじめ作成しておく必要があります。） 

 

 

３） 「基本情報」の以下の項目をクリックします。 

 

 

４） 登録画面が起動するので、自動バックアップを行う検査項目を指定し、「決定・変更」ボタンをクリック

し登録します。 
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５） あとは通常通り検査情報を登録すると登録したタイミングでバックアップフォルダにも同じデータが保存

されます。 

ただし、以下の条件があります。 

・手動ファイリングした検査が対象 

・自動ファイリング可能な検査ファイルが対象 

・エコー、内視鏡、心電図など、ワンクリックでファイリングしたものは対象外 

・患者検査名をクリックして、追加ファイリングしたものは対象外 

 

【 フリーソフトを使用してバックアップを行う 】 

  RealSync を使用すれば、新たに作成、変更されたファイルだけバックアップされます。 

  RS_Base のサーバーの Users ディレクトリをすべてバックアップすれば OK 
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24. 予約表 

TOP 画面の背景をダブルクリックすると、メニュー画面が出てくるので、「予約」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  

※ [B 受]からでも予約画面を表示することができます。 
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【 時間軸の設定方法 】 

１） 「時間」をクリックするとメモ帳が起動するので、設定したい「時間」と「色」を入力します。 

 

 

 

 

 

 

２） 「時間」と「色」を入力後、上書き保存をしてメモ帳を閉じ、[（名）決定]をクリックして更新します。 

   ※カラーは HTML のカラーを指定して下さい。 
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【 Title の設定方法 】 

１）「Title」をクリックするとメモ帳が起動するので、設定したい項目を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

２）項目を入力後、上書き保存をしてメモ帳を閉じ、[（名）決定]をクリックして更新します。 
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【 検査の設定方法 】 

 

１）「検査」をクリックするとメモ帳が起動するので、設定したい検査を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）項目を入力後、上書き保存をしてメモ帳を閉じ、[（名）決定]をクリックして更新します。 
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【 予約の取り方 】 

 

１）予約したい日付をカレンダーか【← -】【- →】で表示します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

２）上段に患者 ID を入力し、下段はプルダウンで該当する検査を選択し、決定をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※患者 ID がすぐに分からない場合は、患者検索から予約したい患者を探して下さい。 
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※ 決定後は下図のように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 ※患者画面を開くと下図のように表示されます。 
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【 予約を確認する方法 】 

 

■ 検査別に予約確認する場合 

 

 予約を確認したい場合は、確認したい検査をクリックするとカレンダーに表示されます。 
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■ 特定の患者の予約状況を確認する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 予約の削除方法 】 

 

 予約を削除したい場合は、下段のプルダウンから削除を選択し、決定をクリックします。 
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25. 診断書の作成方法  

【 病院名の登録方法 】 

  病院名を、RS_Base[基本情報]→（267）～(269)で登録をしておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 診断書の定型文書の登録方法 】 

   診断書の定型文書は、RS_Base[基本情報]→[書類・診断書例文]で登録することができます。 

  ※定型文書は８個まで登録できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



170 

 

【 診断書の記入方法 １ 】 ※画像を添付しない場合。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①患者画面の各種書類をクリックします。 

  ②出力したい書類をプルダウンで選択します。 

   書類名を追加する場合は、[タイトルファイルを表示]をクリックするとメモ帳が起動しますので、 

   追加したい書類名を入力後、保存をしてリロードして下さい。 

  ③傷病名を入力します。 

  ④診断内容を入力します。 

 定型文書を使用する場合は、【例文表示】をクリックして、使用したい定型文書の上にある[本文にコピー] 

    をクリックして下さい。  

 

② 

④ 

③ 

① 
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 ⑤ 処方を入力します。 

 処方１、処方２の入力は、画面右側の【本日の所見、処方】欄の処１、処２をクリックするとコピーされま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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 ⑥ 備考を入力します。 

   ・保険者番号をコピーしたい場合は、 保険コピー→備考へ をクリックします。 

 

 

 

・サマリをコピーしたい場合は、画面右側のサマリ→備考へ をクリックします。 

 

 

 

 

   ・血液検査の結果をコピーしたい場合は、画面下側の血液検査のコピーしたい結果の日付をクリックし、 

    コピーしたいカラムをクリックして、備考欄に貼り付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑦ すべての入力が完了したら、決定 をクリックすると、診断書が作成されます。  
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【 診断書の記入方法 ２ 】 ※画像を添付する場合。 

①診断書に画像を添付する場合は、患者画面から添付したい画像を開きます。 

 ②添付したい画像の上と「選択した画像で診断書を作成（check on）にチェックを入れて「決定」をクリック

すると診断書記入画面が起動しますので、【 診断書の記入方法 １ 】を参考に入力して下さい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※診断書をすでに登録している場合 

 ①添付する画像も登録されている場合は、画像を Web 表示し、画像の下に表示される[日付→gazou]をクリック

し、[gazou]フォルダにコピーします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②患者画面に戻り、検査一覧に表示されている診断書の名前（Filing）のところをクリックすると①でコピーし

た画像が診断書に添付されます。 
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26. 検査データの一括登録 

 本年以前の検査を一括して登録する場合や、本年の検査でも一括登録する場合に、検査登録専用モードを 

 使用します。 

 一時的な場所に保存し、後から一括してデータを現在使用しているデータに移動するので、次々に登録し、 

 登録した内容を確認してから、データを取り込みたい時に使用すると便利です。 

 

１） TOP 画面の［登録 Mode］ボタンをクリックし、［検査登録専用モード］にします。 

 

 

２） 検査を通常通り登録します。 

３） 登録モードにしてから登録された検査情報が一覧に表示されます。ここで、診断名等を入力することも可能

です。。 

４） 画面の上に表示されている「登録した検査を今までの検査に追加するたまには、ここをクリックしてくださ 

い。」をクリックします。 

５） 登録 Mode が解除され、通常モードに戻り、追加した検査データを含めた検査情報が表示されます。 

 

 ※心電図、内視鏡などの自動ファイリングは［登録 Mode］で保存しても通常でもファイリングになります。 
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27. CTR計算 

 心胸比（CTR）の計算および計測が以下の方法でできます。 

【  院内入力画面での計算  】 ・・・患者が特定されていてデータを保存したい場所 

 ［院内検査項目の追加］ 

１） 「基本情報」の「院内検査項目の変更」をクリックします。 

 

 

２） 以下の画面で CTR を追加し、保存します。 

［CTR 値の計算］ 

３） TOP 画面の「入力」ボタンをクリックし、院内検査入力画面を表示します。 

 

 

４） ID を入力し「ID 入力決＿定」ボタンをクリックします。 

５） 患者名が表示されたら、「計算」ボタンの横にある入力欄に、「心臓の幅」／「胸郭の幅」 （例 ： 15/32）

と入力し、「計算」ボタンをクリックします。 

６） 計算された CTR の値が表示されますので、この値を院内検査入力画面で入力し、登録します。 

 

【  TOP 画面での計算  】 ・・・ とりあえず計算したい場合 

１） TOP 画面の「病検」ボタン横にある入力欄に、「心臓の幅」／「胸郭の幅」 （例 ： 15/32）と入力し、

「病検」ボタンをクリックします。 

２） 計算された CTR の値が表示されます。 

 

【  画像表示ソフトでの計測  】 ・・・ 画像より計測および計算したい場合 

 ［起動ソフトを指定］  

３） レントゲン画像で起動するソフトを［ApolloViewLite］に変更します。 

４） TOP 画面の検査情報で日付をクリックすると［ApolloViewLite］で画像が表示されます。 

５） ApolloViewLite の CTR 測定機能を使用し、計測します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 60 以上の値があれば BMI の計算、60 以上の数値がなければ CTR の計算になります。 
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28. 75ｇOGTT1 

 

１） 検査項目に［75ｇOGTT］がない場合は、「基本情報」の「検査項目」で検査項目として登録します。 

 

 

 

 

２） 他の検査同様 ID を入力し、検査項目を［75ｇOGTT］として登録します。 

 

３） 登録した［75ｇOGTT］の日付をクリックすると血糖、尿糖、IRI の入力画面が表示されます。 

 

４） 各値を入力し「決定」をクリックし、登録します。 

 

 

５） 登録した内容は TOP 画面の検査一覧で確認できます。  

ID をクリックすると［75ｇOGTT］のグラフが表示されます。 

検査名をクリックすると各値の変更が可能になります。 

診断１の欄には評価が表示されます。 
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29. 検査歴リストの表示変更 

【  ボタンの追加方法  】  

１） 「基本情報」の以下の項目を設定することにより、検査歴に血液データ表示と個人情報登録画像表示のボタ

ンが追加されます。 

 

 

【  患者よみの表示変更  】  

１） 「基本情報」の以下の項目を設定することにより検査歴の患者よみが［＿○＿］と短く表示され、他の情報 

がより多く表示されます。 

 

 

【  注意書きの表示方法  】  

１） 「基本情報」の以下の項目を設定することにより「注意書き」の情報があれば表示されます。 

 

 

※ 注意書きの情報があると紹介状の備考欄にも表示されます。 

※ ☆で囲んだ文字列は、患者検査歴画面で表示されないようになります。 

例えば、「バナンで皮疹☆自殺懸念あり☆」は「バナンで皮疹☆」と表示されます。 

 

【  手入力病名の表示方法  】  

１） 「基本情報」の以下の項目を設定することにより入力した病名が注意書きの下に表示されます。 
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30. RS_Baseのバージョンアップ方法 

   RS_Baseのバージョンアップについて 

   RS_Base メーリングリストでバージョンアップのアナウンスを行っています。ダウンロードの際に必要な 

   ユーザー名、パスワードもメーリングリストでご確認下さい。 

    http://rsbase.net/version/2012rs/ver120711.zip (3.7MB) 

 

  ■RS_Base（Full）バージョン 

    ver120330 以前からのバージョンアップの場合は下記にて行って下さい。 

    http://rsbase.net/version/2012rs/ver120711T.zip (27MB) 

 

 

 

  上記をロードして、解凍すると下記のようになります。 

  http://rsbase.net/sample/version.png (T バージョンの場合) 

  これらのファイル群を、RS_Base をインストールされた、[Users¥rsn¥publi_html] に上書きすると、 

  ”上書きしますか？” のメッセージが出ますので、そのまま上書きするとバージョンアップが完了します。 

    

   ※バージョンアップの確認は、RS_Base の初期画面の下部に下記のように表示されます。 

 

 

 

 ③バージョンアップ以外のファイル【添付文章の表示が必要であれば】 

  薬の添付文章のファイル (2012-06-22) 

  http://rsbase.net/version/H23/drug_information.zip (63MB !!) 

  ダウンロードして、解凍すると[drug_information]というフォルダになりますので、サーバーの    

  [public_html¥drug_information] として下さい。 

 

バージョンアップ方法 


